
大変順調

順調

やや遅れ

遅れ

99.6 %

来場者アンケートで「大変良かった」「良かった」と回答した割合

来場者の満足度を測る指標として掲げました。

（最終目標と最終年度）

大変順調

担当課 子ども家庭政策課

8,400 人

活
動
実
績

親子で楽しみふれあうことができる「す
くすく子育ちフェスタ」を実施し、市民に
「子育て日本一を実感できるまちづく
り」を進めていることをＰＲするなど、地
域社会全体で子育てを支援する環境
づくりを進めました。

増加

活動指標の実
績を参考に、
活動の状況を
チェック

→

子育てに優しいまちづくりに向けたキャンペーン

事
業
費

（最終目標と最終年度）　10,000人（２６年度）

「すくすく子育ちフェスタ」の来場者数

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

8,400 人
　来場者数の増加が、より多くの市民にPRすることにつながることか
ら、活動指標として掲げました。

実績
（達成率）

【活動の状況】

9,100

108.3

人

％

%96.0

　２４年度においても、本市が子育て日本一を実感できるまちづくりを進めていることを、広く市民にPRするとともに、行政のみならず、身近な地域におい
ても、子育て家庭を支える環境づくりに取り組んでもらえるよう、「すくすく子育ちフェスタ」の継続実施に努めます

平成23年12月23日に「すくすく子育ちフェスタ」を開催しました。43団体が参加し、9,100人の来場者に、市
の子育て支援施策や地域における支援活動のＰＲ、親子のふれあいの場の提供などを行うことができま
した。市の施策や地域における支援活動のＰＲ、親子のふれあいの場の提供などを行うことは、「子育て
の悩みや不安の解消」に向け、高い効果が期待できるとともに、本市が子育て日本一を実感できるまちづ
くりを進めていることを実感してもらえる良い機会となっています。

安心して子どもを生み育てることができるように、本市が子育て日本一を実感できるまち
づくりを進めていることを、広く市民にPRするとともに、行政のみならず、身近な地域にお
いても、子育て家庭を支える環境づくりに取り組んでもらえるよう、キャンペーン（「すくす
く子育ちフェスタ」）を実施し、地域社会全体で子育てを支援する環境づくりを進めます。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

　平成23年12月23日に、西日本総合展示場新館にて、「すくすく子育ちフェスタ」を開催します。

目標

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

子ども家庭局

7,772 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名

掲載ページ

79

【Plan】計画　→

コ
ス
ト 9,321 千円 施策名

安心して生み育てることができる環境づくり

子育ての悩みや不安への対応

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

　イベント実施にあたっては競争入札を行うとともに、地域で子育て支援活動に携わっている企業・団体
等の協力を得て、経済的・効率的な運営を行っています。また、本市が子育て日本一を実感できるまちづ
くりを進めていることをＰＲするのは、本市自身が行うべきであり、実施主体として市が適切であると考え
ます。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

契約の際には複数社から見積書を徴収するなど、経済的・効率的な作成・発行に努めていま
す。本市が取り組んでいる子どもの健全育成や子育て支援についての成果や課題、データ等の
取りまとめについては、市のみが可能であり、実施主体としては市が適切であると考えます。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。

【Plan】計画　→

コ
ス
ト 1,411 千円 施策名

安心して生み育てることができる環境づくり

子育ての悩みや不安への対応

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

子ども家庭局

1,409 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名

掲載ページ

79

　２４年度においても、本市が取り組んでいる子どもの健全育成や子育て支援についての成果や課題、データ等を幅広く市民に周知する、「子ども家庭
レポート」を作成・発行します。

本市が取り組んでいる子どもの健全育成や子育て支援についての成果や課題、データを盛り込
んだ「子ども家庭レポート」を平成23年10月に発行し、幅広く市民に周知を図ることにより、子ど
もの成長と子育てを地域で支える環境づくりを進めました。

安心して子どもを生み育てることができるように、本市が取り組んでいる子どもの健全育
成や子育て支援についての成果や課題、データを盛り込んだ「子ども家庭レポート」を発
行し、幅広く市民に周知することにより、地域社会全体で子育てを支援する環境づくりを
進めます。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

　平成23年10月頃に、「子ども家庭レポート」の発行を行います。

目標 【活動の状況】

発行

子ども家庭レポートの発行

事
業
費

（最終目標と最終年度）

「子ども家庭レポート」の発行

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

発行

　「子ども家庭レポート」を発行することが、幅広く市民に本市の子ど
も家庭行政を周知することにつながるため、活動指標として掲げまし
た。

実績
（達成率）

大変順調

担当課 子ども家庭政策課

－

活
動
実
績

「子ども家庭レポート」を平成23年10
月に1,500冊発行し（その後300冊増
刷）、親子ふれあいルーム、子どもの
館、子育てふれあい交流プラザ、保育
所等を通じて、市民に周知を図りまし
た。

活動指標の実
績を参考に、
活動の状況を
チェック

→

（最終目標と最終年度）



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ
（最終目標と最終年度）

順調

担当課 総務課

18,000 人

活
動
実
績

・ふれあいバリアフリー事業（参加人
数７３８名）
・バリアフリーウィーク（関連事業１５
事業・参加人数27,969人）
・心のバリアフリー啓発パンフレットの
作成・配布（2,000部発行）

活動指標の
実績を参考
に、活動の状
況をチェック

→

人にやさしいまちづくりの推進

事
業
費

（最終目標と最終年度）　18,000人／平成26年度

バリアフリーウィーク関連事業の参加延べ人数

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

18,488 人
「心のバリアフリー」への関心を向上させる契機としての啓発機会をど
の程度提供できているかを図るため、バリアフリーウィーク関連事業
の参加人数を活動指標とします。

実績
（達成率）

【活動の状況】

27,969

155.4

人

％

　今後もさらなる心のバリアフリーの推進を図るため、体験型啓発事業（ふれあいバリアフリー事業）については、適宜内容を見直すことで啓発効果を高
めながら継続実施します。
　また、バリアフリーウィークについては、より効果的なＰＲを行うことで市民の認知度向上に取り組みます。

　当初計画どおり、体験型啓発事業であるふれあいバリアフリー事業をはじめ、バリアフリー
ウィークや啓発パンフレットの配布等、各種啓発事業を実施しました。
　体験型啓発事業（ふれあいバリアフリー事業）体験後のアンケートでは、「参加してよかった」と
答えた人が８６％に上り概ね好評であったほか、「障害のある人も健常者も一緒に楽しめること
がわかった」、「障害のある人をもっと理解したいと思った」等の意見があり、啓発の効果がみら
れました。

子どもから高齢者まで誰もが住み慣れた家庭や地域で安心して快適に生活できる「人に
やさしいまち」を実現するため、年齢や障害の有無などの違いを相互に理解し、尊重し合
う「心のバリアフリー」を推進するための啓発事業や情報提供を行います。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

心のバリアフリーの推進に向けた市民啓発、情報提供等の取り組み
　・ふれあいバリアフリー事業の実施
　・人にやさしいまちづくり週間（バリアフリーウィーク）の実施
　・心のバリアフリー啓発パンフレットの作成・配布
　・人にやさしいマークの普及

目標

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

保健福祉局

1,814 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名

掲載ページ
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【Plan】計画　→

コ
ス
ト 1,598 千円 施策名

安心して生み育てることができる環境づくり

子育ての悩みや不安への対応

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

関係団体各自で行われるバリアフリーに関連するイベントや啓発活動を、人にやさしいまちづく
り週間（バリアフリーウィーク）として期間を定め、その期間に集中させることにより、低いコスト
で効果的な啓発が行えるように努めています。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

人権啓発事業については、ノウハウを持つ民間業者を活用し、工夫を重ねながら、経済性・効率性が高
められるよう努めています。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。

【Plan】計画　→

コ
ス
ト 34,805 千円 施策名

安心して生み育てることができる環境づくり

子育ての悩みや不安への対応

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

保健福祉局

39,777 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名

ko

79

人権週間行事、ふれあいフェスタ、人権を考えるラジオ番組「明日への伝言板」など、人権啓発活動に引き続き取り組みます。

今年度については人権週間記念講演会のテーマに「子どもの人権尊重」関連はありませんでした。
ふれあいフェスタの参加者数を目標とし、計画とおり6,000人の参加がありました。
人権啓発映画については　今年度は小学生高学年・中学生を主な対象としたアニメ「虹のきずな」を
制作しました。

子どもの人権を尊重する意識を高めるために、人権週間記念講演会、ふれあいフェスタ
などの行事や、人権啓発映画の制作・放送、人権を考えるラジオ番組「明日への伝言
板」の制作・放送などを通じて、子どもの人権についての普及・啓発に努めます。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

子どもの人権尊重に向けたさまざまな啓発活動を実施します。

目標 【活動の状況】

6,000

100.0

人

％

子どもの人権に関する啓発

事
業
費

（最終目標と最終年度）　平成２６年度　6,700人

ふれあいフェスタ参加者数

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

8,350 人

人権尊重の理念は、人権講演会などに参加することにより高められると思
われます。これらの事業を継続して実施することが、人権問題に対する正し
い理解を深め、人権を自分自身の課題としてとらえられる市民が増えること
につながります。

実績
（達成率）

順調

担当課 人権文化推進課

6,000 人

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

活動指標の実
績を参考に、
活動の状況を
チェック

→

（最終目標と最終年度）



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

本年度、実施した研修会や活動事例報告会では、支援地域以外からの参加者も多数あり、本事業
についての関心やニーズが高いことが確認された。このことから、支援地域以外においても、自主的
に子育て支援活動へ取り組むこととなれば、効率的に本事業の目的が達成できると考えます。
　本事業は、身近な地域で子育てをさせる仕組みをつくるとともに、子育てを地域で支えるという意識
を市民に啓発する必要があることから、実施主体としては市が適切であると考えます。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。

【Plan】計画　→

コ
ス
ト 5,319 千円 施策名

安心して生み育てることができる環境づくり

子育ての悩みや不安への対応

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

子ども家庭局

5,800 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名

掲載ページ
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引き続き、身近な地域で子育てを支える取り組みに支援を行い、地域社会全体で子育てを支援する環境づくりを進めます。
また、早期に北九州市全体に子育て支援活動を実施する地域数を増やしていくことが必要であることから、単年度の地域支援数の拡充について、
検討します。

　活動の状況については、計画どおりの２０地域で、地域の実情に応じた様々な子育て支援活動が
実施されたことから、大変順調としました。
　また、本年度は２０支援地域採択枠に２４地域からの申請があり、本事業のニーズが高く、地域が
主体となって積極的に子育て支援活動に取り組んでいることからも、事業目的を達成する上で大変
有効的であると考えられます。

地域ぐるみで子育てを支える取り組みを進めていくため、小学校区単位を基本に、市民
センター等を拠点とした子育て支援活動を促進します。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

平成２３年度は２０地域を採択し、財政的支援（子育て支援活動経費として１０万円を交付）、人的支
援（アドバイザーを地域に派遣し子育て支援活動をサポート）、人材育成支援（子育てに関する研修
会（年２回実施）や活動事例報告会（年度末実施））を行います。

目標 【活動の状況】

20

100.0

地
域

％

子育てに優しいまちづくり（地域の子育て支援）の推進

事
業
費

（最終目標と最終年度）

支援地域数

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

10
地
域

地域ぐるみで子育てを支えるには、各校区のまちづくり協議会を核と
したネットワークによる地域での子育て支援活動の展開が望ましく、
地域の実情に応じた子育て支援活動を実施する地域数を拡充してい
く必要があると考え、支援地域数を活動指標とします。

実績
（達成率）

大変順調

担当課 子育て支援課

20
地
域

活
動
実
績

２０地域に補助金の交付、アドバイ
ザーの派遣、人材育成研修会
（９、１０月）及び活動事例報告会
（３月）を開催しました。採択地域
においては、地域の実情に応じ
た、地域ぐるみの子育て支援活動
を展開しました。

活動指標の
実績を参考
に、活動の
状況を
チェック

→

（最終目標と最終年度）



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ
（最終目標と最終年度）

大変順調

担当課 子ども家庭政策課

330 件

活
動
実
績

下記のほか、チラシや啓発グッズを配
布し利用促進に向けたＰＲ活動を実施
しました。

活動指標の実
績を参考に、
活動の状況を
チェック

→

赤ちゃんの駅登録事業

事
業
費

（最終目標と最終年度）　４００ヶ所（２６年度）

「赤ちゃんの駅」登録施設数

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

326 件
　「赤ちゃんの駅」登録施設数が増加することが、乳幼児を持つ保護
者の利便性の向上につながるため、活動指標に掲げました。

実績
（達成率）

【活動の状況】

342

103.6

件

％

　２４年度においても、登録施設数の増加に向けた協力依頼を行うとともに、「赤ちゃんの駅」の認知度向上や利用促進に向けたＰＲ活動を行い、子育て
家庭が安心して外出できる環境づくりを進めます。

「すくすく子育ちフェスタ」会場でのＰＲチラシと啓発グッズの配布、臨時赤ちゃんの駅を設置しＰＲを行い
ました。また、各区親子ふれあいルーム等でのＰＲチラシと啓発グッズの配布など幅広く行い、「赤ちゃん
の駅」登録施設数増や利用促進に向けたPRを効果的に実施できました。地域社会全体で子育て家庭を
支える環境づくりを進めました。

安心して子どもを生み育てることができるように、乳幼児を持つ保護者が外出した際、授
乳やおむつ替えができる施設を、「赤ちゃんの駅」として登録し、子育て家庭が安心して
外出できる環境づくりを進めます。また、本事業については、公共施設だけではなく、民
間事業者の協力も得るなど、地域社会全体で子育て家庭を支える環境づくりを進めま
す。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

「赤ちゃんの駅」登録施設数増や利用促進に向けて、チラシ等を活用したPR活動を行うほか、「すくす
く子育ちフェスタ」会場でもＰＲ活動を行います。登録施設には、利用者が気軽に立ち寄れるよう、目
印となるステッカー等を目立つ場所に掲示します。

目標

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

子ども家庭局

2,549 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名

掲載ページ
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【Plan】計画　→

コ
ス
ト 2,757 千円 施策名

安心して生み育てることができる環境づくり

子育ての悩みや不安への対応

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

　「赤ちゃんの駅」登録施設の拡充にあたっては、公共・民間施設を問わず、既存の施設を有効活用する
こととしており、経済的・効率的な登録施設の拡充に努めています。子育てしやすい環境づくりは市が主
体で行うもので、市が積極的に関与する必要があります。また、「赤ちゃんの駅」登録施設の拡充のた
め、民間事業者の無償協力を得るには、実施主体としては市が適切です。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ
（最終目標と最終年度）

順調

担当課 子育て支援課

-

活
動
実
績

区役所等７か所の親子ふれあい
ルームについては、委託により運
営を実施しました。（２８，４４１千
円）
また、PRチラシ（３万枚）を作成、
配布し、利用促進を図りました。

活動指標の
実績を参考
に、活動の
状況を
チェック

→

親子ふれあいルーム整備事業

事
業
費

（最終目標と最終年度）

親子ふれあいルーム利用者数（保護者）

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

18,558 人
親子ふれあいルームを利用することで、子育ての不安や悩みを軽減
できると考えられるため、利用者数を活動指標とします。

実績
（達成率）

【活動の状況】

28,604 人

 平成２２年度で施設整備は完了したことから、今後は運営を継続し、親子ふれあいルームの質の向上や利用促進を図るため、各区の運営スタッフ
への研修や情報発信（ＰＲチラシ等）を実施していきたいと考えています。
 また、親子ふれあいルームの４つの基本事業（①親子の交流の場の提供と交流の促進②子育てに関する相談・援助③地域の子育て関連情報の
提供④子育ち・子育て支援に関する講習の開催）のほか、「地域の子育て力を高める取り組み」についても実施できるよう検討を行っていきます。

　活動の状況は、単年度の目標設定はないものの、利用者数が増加していることから、順調としまし
た。
　また、親子ふれあいルームの整備については、これまでに区役所等に７か所、児童館に１０か所に
整備し、「元気発進！子どもプラン」の計画を達成しています。

乳幼児を持つ保護者の子育てへの不安を軽減するため、親子が気軽に集い、交流、情
報交換、育児相談等ができるスペースを既存の公共施設を活用しながら、区役所や児
童館などに整備し運営します。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

区役所等７か所・児童館１０か所での親子ふれあいルームの運営を実施します。
親子ふれあいルームの利用促進を図るため、情報発信（ＰＲチラシ、配布等）を実施します。

目標

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

子ども家庭局

33,698 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名

掲載ページ
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【Plan】計画　→

コ
ス
ト 31,456 千円 施策名

安心して生み育てることができる環境づくり

子育ての悩みや不安への対応

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

　親子ふれあいルームの整備は、既存の公共施設を活用しています。運営については、公募により
選考を行い、子育て支援活動の実績のある団体や社会福祉法人へ委託し、民間活用を行っていま
す。
　今後は親子ふれあいルームの質の向上や利用促進を図るため、運営スタッフへの研修や事業内
容についての検討を進めます。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ
（最終目標と最終年度）

順調

担当課 子ども家庭政策課

-

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

活動指標の実
績を参考に、
活動の状況を
チェック

→

「わらべの日」（子育て支援の日）事業

事
業
費

（最終目標と最終年度）　　５００店舗・施設数（２６年度）

協力店舗・施設数

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

412 店舗・
施設

「協力店舗・施設数」の増加が、子どもと親がふれあう機会の増加及
び子育てを支援する意識の浸透の一助となることから、活動指標とし
て掲げました。

実績
（達成率）

【活動の状況】

321
店舗・
施設

今後とも積極的な取り組みやＰＲ活動等に努め、地域社会全体で子育てを支援する意識を広く浸透させます。

より多くの「わらべの日」協力店舗・施設が存在することにより、地域における子育て支援の輪が広がると
ともに、親子がふれあう機会の増加にも繋がります。指定管理者による協力施設、店舗、企業への啓発
活動を行うとともに、利用者への広報活動を積極的に行い、より多くの方に本事業を活用いただくことで、
子育ての悩みや不安の解消の一助となり、有効であると考えます。

中学生以下の子どもを連れた家族や団体等が、協力施設・店舗を利用すると、割引や
サービスを受けることができる「わらべの日」（毎月第二日曜日）を設け、子どもと親がふ
れあう機会を拡大し、家庭・企業・地域全体が協働で子育てを支援する意識を広く浸透さ
せます。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

指定管理者による利用者への広報活動や協力施設、店舗、企業への啓発活動を行います。

目標

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

子ども家庭局

－ 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名

掲載ページ

80

【Plan】計画　→

コ
ス
ト － 千円 施策名

安心して生み育てることができる環境づくり

子育ての悩みや不安への対応

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

「指定管理者制度」を導入し、経済的・効率的な運営を行っています。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

事
業
名

地域でつくる子育て応援事業
掲載ページ
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コ
ス
ト

事
業
費

平成23年度執行額 平成24年度予算額

1,456 千円 2,713 千円

政策分野 安心して生み育てることができる環境づくり 担当局 子ども家庭局

施策名 子育ての悩みや不安への対応 担当課 子育て支援課

【Plan】計画　→ 【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

区の推進協議会やまちづくり協議会等と連携し、子育てに関するボランティア活動や地
域特性を活かした子育て支援活動等を支援します。

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

活
動
計
画

区の特性に応じた子育て支援活動を実施します。

活
動
指
標

指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

前年度実績 目標
実績

（達成率）
→ 【活動の状況】

区や校区単位で開催される子育て支援のための活動件数

84 回 適切な実施
92 回

活動指標の
実績を参考
に、活動の
状況を
チェック

地域の特性に応じた子育て支援活動を実施するため必要な指標とし
ました。

（最終目標と最終年度）

順調

（最終目標と最終年度）

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

7区独自で、その区の地域の関係機関との連携を強化し、各区の独自性を活かした活動を進めていきます。地域における子育て支援活動や支援
者が多方面に広がっていることから、今後も関係機関と連携し、子育て支援の活動を強化していきます。

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。

各区の状況に応じて、子育て支援に関する会議や勉強会等を実施しています。

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

区の独自性を活かすことで、市民に身近な活動内容となっていることから、地域でつくる子育ての成
果は高いです。各地域で、関係l機関と連携した活動を中心に実施しており、地域に広がっていま
す。また、関係機関と連携することで、子育て支援の活動が多方面に広がっています。このことか
ら、市が介入して、地域との関わりを促し、本市の情報を提供することは、重要です。



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

 本事業が「子育てに関わる団体」のニーズに沿ったものであると思われるが、これらの団体の自主
的活動をさらに活発化させるため、補助金額の増減など、支援内容について継続して検討していく
必要がある。
　なお、本事業は補助金の交付等により、「子育てに関わる団体」の活動を支援することから、実施
主体としては市が適切であると考えます。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。

【Plan】計画　→

コ
ス
ト 2,977 千円 施策名

安心して生み育てることができる環境づくり

子育ての悩みや不安への対応

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

子ども家庭局

5,000 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名

掲載ページ
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引き続き、育児サークルや子育て支援者グループなどの「子育てに関わる団体」に活動支援として、団体へ活動経費を補助します。
また、身近な地域での交流の場（フリースペース）や育児サークルについて調査を行い、その情報を発信し、利用の促進を図ります。
さらに、地域づくりや子育て支援に関して豊富な経験・実績を有する地域支援アドバイザーを各地域に派遣し、「育児サークル」や子育て支援者グ
ループ」等の活動がより活発化するよう団体間のつなぎ役を担い、「子育てネットワーク」の構築を図ります。

活動の状況は、計画数以上の１０１団体に補助金を交付し、育児サークルの自主的活動や地域で行
われる子育て支援活動を促進できたことから、大変順調としました。
平成２２年度は育児サークルのみを支援対象としていたが、平成２３年度より子育て支援者グルー
プについても支援対象としたところ、申請団体数（１０１団体）が支援予定団体数（１００団体）とほぼ
同数になったことから、本事業が「子育てに関わる団体」のニーズに沿ったものであると思われる。

　未就学児の親同士が交流を通じて、自主的な活動を行えるよう育児サークルを支援し
ます。
　また、子ども連れでも自由に参加・利用できるフリースペースの活動を支援するととも
に、地域で子育てをしやすいシステムづくり、仲間づくりを支援します。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

　育児サークルや子育て支援者グループなどの「子育てに関わる団体」に活動支援として、１００団
体へ活動経費を補助します。
　また、身近な地域での交流の場（フリースペース）や育児サークルについて調査を行い、その情報
を発信し、利用の促進を図ります。

目標 【活動の状況】

101

101.0

件

％

育児サークル・フリースペース活動への支援

事
業
費

（最終目標と最終年度）

子育てに関わる団体等への補助件数

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

59 件

育児サークルや子育て支援者グループなどの「子育てに関わる団体」へ補
助を行い、活動支援することにより、育児サークルの自主的活動や地域で
行われる子育て支援活動を促し、子育ての不安や悩みを軽減する環境づく
りを推進するため、補助件数を活動指標とします。

実績
（達成率）

大変順調

担当課 子育て支援課

100 件

活
動
実
績

「活動結果は下記のとおりです。」

活動指標の
実績を参考
に、活動の
状況を
チェック

→

（最終目標と最終年度）



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

外国人市民の生活支援事業については、多くの事業で民間ボランティアの方の協力を頂くことで、効
率的・効果的な運営を行えるとともに、ボランティア活動の場の提供にもなっています。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。

【Plan】計画　→

コ
ス
ト 554 千円 施策名

安心して生み育てることができる環境づくり

子育ての悩みや不安への対応

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

総務企画局

950 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名

掲載ページ

81

回

今年度、新たに八幡西区（北九州市立子どもの館）においても教室を開催し、子育て中の外国人市民（保護者）を対象とした日本語教室を開く中で、
日本語だけでなく生活に必要な情報提供や、保護者同士のつながりを作る場として活用していきます。

「日本語と子育て教室」については、実施場所である子育てふれあい交流プラザの協力があったこと
や、広報について、チラシ等の紙媒体や外国語FMラジオ放送による事業のＰＲを行ったことが、一定
の成果につながったと考えます。

本市の外国人市民の構成において、いわゆるニューカマーと呼ばれる、1990年代以降
来日した方の割合が増えています。その中には、日本語や日本の生活習慣の知識が
十分でない方も多く含まれているため、そのような外国人市民に対して、多言語による
生活情報の提供や日本語教室の充実を図るとともに、相談体制の強化を図ります。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

「日本語と子育て教室」といった生活支援事業については、今後も継続して事業を実施することとし
ています。

目標

回

100.0 ％

46

【活動の状況】

509

127.3

人

％

日本語と子育て教室

事
業
費

（最終目標と最終年度）　　　平成23年度で市の主催事業終了

日本語と子育て教室の参加者数

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

459 人

言葉の問題と子育てで孤立しがちな外国人市民に対する生活支援と
して、託児付きで「日本語」と「子育て」の両方が学べる講座を開催し
ています。年度当初における受講者の約7割が1年間継続して受講す
ることを目標に指標を設定しています。

実績
（達成率）

大変順調

担当課 国際政策課

400 人

活
動
実
績

活動結果は、以下のとおりです。

46

活動指標の実
績を参考に、活
動の状況を
チェック

→

46 回

日本語と子育て教室の開催数

相談窓口の存在を知らない外国人市民もいると思われるため、当面
は、この相談窓口の周知を徹底し、地域で孤立する外国人市民を出
さないことを目標に相談件数の増加を目指しています。

（最終目標と最終年度）



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理
「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

平成23年度から区の事務局を保健福祉課へ変更したことにより、福祉分野等の専門性のある
ニーズに対応できるようになったと考えています。しかし、区によって活動に差が見られるた
め、新しいニーズなどに対応できるよう、事例検討等の実態に合わせた取り組みを強化するこ
とで、より効率的で高い効果が得られるのではないかと考えます。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。

【Plan】計画　→

コ
ス
ト 11,404 千円 施策名

安心して生み育てることができる環境づくり

子育ての悩みや不安への対応

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

保健福祉局

10,610 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名

掲載ページ

81

今後、推進協を｢保健・医療・福祉分野のネットワーク組織」として明確に位置づけ、より積極的な活動を行っていくためには、実態に合わせた取り組み
が必要となるため、事例検討等の実施について、各区推進協と意見交換等しながら検討します。

地域福祉のネットワークづくりや地域連携の推進のため、推進協では、高齢者支援、子育て支
援、健康づくり、安全安心等の専門部会にわかれ、地域の課題やニーズ等の会議・研究会を
行い、民生委員等の地域関係者や、ケアマネジャー等の専門職員との意見交換がされていま
す。また、他専門部会や総会で報告され、情報共有もされています。
健康まつりやウォーキングのイベントでは、子どもから高齢者まで幅広い年代の方が参加さ
れ、広報・啓発活動においても、一定の効果を挙げているものと考えます。

地域住民、地域団体、保健・医療・福祉関係者、行政機関等で構成される区保健・医療・
福祉・地域連携推進協議会（以下、推進協）は、子どもから高齢者までの誰もが住みな
れた地域で安心して暮らせるまちづくりを進めることを目的とし、地域が連携しお互いに
支えあうネットワークづくりに取り組んでいます。その活動に対し補助金を交付すること
により、地域連携の推進を目指します。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

推進協において、関係者・地域による専門部会を開催するほか、地域ケア研究会、各種ネットワーク
会議を開催して、地域ニーズの把握を行います。健康まつり、ウォーキング等のイベントを通じた啓
発活動や広報誌、ホームページなどによる広報活動を行い、関連情報の発信に努めます。以上の推
進協の活動に対し、補助金の交付による支援を行います。

目標

－

【活動の状況】

－

保健・医療・福祉・地域連携システム推進事業

事
業
費

（最終目標と最終年度）

推進協における子育て支援などの専門部会や研究会の開催

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

－

地域の多様なニーズを把握し、地域の課題に対し、きめ細かく対応す
るために、高齢者支援・子育て支援・健康生きがいづくり等の各専門
分野に分かれ、情報共有や課題解決のための会議・研究会を各区で
行っています。

実績
（達成率）

順調

担当課
いのちをつなぐネッ
トワーク推進課

地域・関係団体
との会議開催

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

効果的な広報・
啓発活動の展

開

活動指標の実
績を参考に、
活動の状況を
チェック

→

－

推進協議会における地域福祉に関する広報・啓発活動の展開

地域福祉い関する活動を地域に知ってもらい、地域福祉のネットワー
クづくりを推進するための一環として、健康まつりやウォーキング等の
広報・啓発活動を各区で行っています。

（最終目標と最終年度）



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ

ー

「学習支援型アフタースクール事業」モデル実施校数

モデル校に「学校支援地域本部」を設置し、地域等の協力を得ながら
学校を支援する体制づくりを推進しています。

（最終目標と最終年度）　27年度に設定。

大変順調

担当課 生涯学習課

7 校

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

5

活動指標の実
績を参考に、
活動の状況を
チェック

→

学校支援地域本部事業

事
業
費

（最終目標と最終年度）24年度に設定。

「学校支援地域本部事業」モデル実施校数

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

7 校
「学校支援地域本部」を設置しているモデル校において、地域全体で
学校を支援する体制づくりを推進しています。

実績
（達成率）

【活動の状況】

7

100.0

校

％

校

100.0 ％

5
校

・「学校支援地域本部事業」においては、モデル実施校において高い効果が見られたことから、２４年度は実施校数を７校程度増加して実施します。
・「学習支援型アフタースクール事業」においては、モデル実施校数を２校程度増やして、事業の成果を検証していきます。
・既に実施している学校のノウハウを新規実施校に活かし、施策の実現に努めます。

　当初計画通り、「学校支援地域本部事業」は７校で、「学習支援型アフタースクール事業」は５校でモデ
ル事業を実施しました。実施校からは、「学校・地域・保護者間の信頼関係が構築された」「子どもたちと
接する時間が増加した」「子どもの学習習慣の定着に繋がった」等の効果が認められました。

教員が子どもと向き合う時間の拡充と地域の教育力の向上を図るため、学校単位に「学
校支援地域本部」を設置し、地域の協力のもと学校の教育活動を支援する体制づくりを
推進します。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

事業実施校において、教育活動への支援を充実させるとともに、23年度から「学習支援型アフタース
クール事業」を実施し、支援対象分野の拡大を図ります。また、これまでの実施成果を踏まえて、「学
校支援地域本部事業」「学習支援型アフタースクール事業」それぞれの実施校数拡大に向けての検
討を行います。

目標

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

教育委員会

13,000 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名

掲載ページ

81

【Plan】計画　→

コ
ス
ト 5,653 千円 施策名

安心して生み育てることができる環境づくり

子育ての悩みや不安への対応

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

　国の補助事業を活用したことにより、経済的に事業を実施することができました。また、スクールヘル
パー制度に準じたボランティアによる支援活動のため、活動経費がある程度抑えられたこと、地域や大
学生などの支援を幅広く有効に活用できたことなどから、低コストで効率的に事業を実施できたと考えま
す。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

子育てを経験された方など、豊富な経験を持つ方を子育てサポーターとして登録し、市民センターの方
針に基づき、ボランティアにて活動を行っています。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。

【Plan】計画　→

コ
ス
ト 1,083 千円 施策名

安心して生み育てることができる環境づくり

子育ての悩みや不安への対応

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

教育委員会

984 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名

掲載ページ

81

交流会を拡充するために、内容や開催場所などを見直します。

平成23年度は、１１１人の子育てサポーターが増え、登録者数は目標の1000人に達しました。子育てサ
ポーターリーダーについても新たに20名を養成しました。子育てサポーターは、市民センターを拠点に、
フリースペースや育児サークル等で支援活動を行っており、保護者の子育ての不安軽減に寄与していま
す。
交流会でのアンケート結果では「大変よかった」「よかった」が76％を占めました。

保護者が子育てに対する戸惑いや不安を解決し、子育ての負担を少しでも軽くできるよ
う、地域の大人を一定の研修の後に子育てサポーターとして登録し、地域による子育て
を支援するものです。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

子育てサポーター交流会を市で実施し内容を充実させます。
また、子育てサポーターの増加に伴い、サポーターリーダーの新規養成を行います。

目標 【活動の状況】

1,061

106.1

人

％

子育てネットワークの充実

事
業
費

（最終目標と最終年度）子育てサポーター登録者数1,000人、平成２６年度

子育てサポーター登録者数

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

950 人
子育てサポーター養成講座を受講してもらい、登録者の増加を目指
します。
全市民センター（129館）に各8名程度の配置を目指します。

実績
（達成率）

大変順調

担当課 生涯学習課

1,000 人

活
動
実
績

同じく市民センターで活動しているボ
ランティア「生涯学習推進コーディ
ネーター｣との合同研修会を実施し、
意見交換、情報交換を通じてスキル
アップを図りました。

活動指標の実
績を参考に、
活動の状況を
チェック

→

（最終目標と最終年度）



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

「指定管理者制度」を導入し、経済的・効率的な運営を行っています。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。

【Plan】計画　→

コ
ス
ト 262,972 千円 施策名

安心して生み育てることができる環境づくり

子育ての悩みや不安への対応

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

子ども家庭局

260,011 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名

掲載ページ
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今後とも目的達成に向け、積極的な取り組みやＰＲ活動等を通し、魅力的な施設づくりを行い、利用者の満足度の高い施設を目指します。また、多くの
子育て家庭が、「子どもの館」での子育て支援事業を受講しやすいよう、また子育て家庭が活動しやすい環境を整備するため、「子どもの館の一時預
かり室」を整備します。

多くの子育て世代の市民の方々にご来場いただき、大変好評いただいています。子どもの豊かな感性
や創造力を育むとともに、子育て中の保護者が持つ負担や不安感を解消に向け、「子育て支援拠点施
設」として、大きな役割を果たしています。

子どもの豊かな感性や創造力を育み、子育て中の保護者が持つ負担や不安感を解消す
るための総合的な子育て支援拠点施設として、「子どもの館」、「子育てふれあい交流プラ
ザ」の運営を行います。（両施設ともに、「指定管理者」が運営）

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

子どもの豊かな感性や創造力を育み、子育て中の保護者が持つ負担や不安感を解消するための、総
合的な子育て支援拠点施設として、利用者の満足度の高い魅力的な施設の運営を行います。

目標

人433,731

【活動の状況】

762,821 人

「子どもの館」・「子育てふれあい交流プラザ」の運営

事
業
費

（最終目標と最終年度）　　４４０，０００人（平成２５年度）

「子どもの館」年間入場者数

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

662,969 人
「年間入場者数」の増加が、利用者の満足度の高い魅力的施設であ
ることから、活動指標として掲げました。

実績
（達成率）

順調

担当課 子ども家庭政策課

-

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

-

活動指標の実
績を参考に、
活動の状況を
チェック

→

415,465 人

「子育てふれあい交流プラザ」年間入場者数

「年間入場者数」の増加が、利用者の満足度の高い魅力的施設であ
ることから、活動指標として掲げました。

（最終目標と最終年度）　　４１６，０００人（平成２５年度）



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

直営保育所の経営資源を活用することでコストを抑えるとともに、利用料として１世帯あたり月に4,000円を
徴収しています。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。

【Plan】計画　→

コ
ス
ト 1,276 千円 施策名

安心して生み育てることができる環境づくり

子育ての悩みや不安への対応

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

子ども家庭局

2,395 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名
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実施している２か所について検証していきながら、関係機関との連携、事業のPRを行い、発達の気になる子どもや育児に不安のある保護者に対して、
継続した支援を行います。

　新たに小倉北区の東篠崎保育所において親子通園クラスを設置し、遊びの提供や保護者との懇談を行
い、発達の気になる子どもや育児に不安のある保護者に対し、継続した支援を行いました。黒崎保育所は
のべ73組、東篠崎保育所はのべ31組の親子が利用しました。
　通園利用世帯に対して実施したアンケートで、利用者の満足度は100％でした。また、次年度の移行先
が決定した世帯も67％を超え、移行支援としての成果も出ています。
全国的にも例のない事業です。

直営保育所へ新たに「親子通園クラス」を設置し、発達の気になる子どもを保護者ととも
に受け入れ、保育所での遊びや体験、相談を通じて継続した支援を行います。また、直
営保育所と保健、医療、福祉の関係機関が連携しながら、児童の保育所、幼稚園などへ
の移行を支援します。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

今年度は新たに、小倉北区の東篠崎保育所で親子通園クラスを設置し、事業を開始します。

目標 【活動の状況】

2

100.0

施
設

％

親子通園クラスの設置

事
業
費

（最終目標と最終年度） 平成26年度までに７か所

親子通園クラスの設置施設数

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

1
施
設

親子通園クラスを設置し、発達に不安のある児童や育児に不安のあ
る保護者を親子で受け入れ、遊びや相談等を通じて、保育所や幼稚
園、療育機関等への移行支援を行います。

実績
（達成率）

順調

担当課 保育課

2
施
設

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

活動指標の実
績を参考に、
活動の状況を
チェック

→

（最終目標と最終年度）



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ
（最終目標と最終年度）

順調

担当課 保育課

8 所

活
動
実
績

活動結果は以下のとおりです。

活動指標の実
績を参考に、
活動の状況を
チェック

→

地域子育て支援センター事業

事
業
費

（最終目標と最終年度）　８所（平成２６年度）

地域子育て支援センター事業を実施している保育所の施設数

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

8 所
地域子育て支援センター事業の実施箇所数については、現状の実施
体制の維持に努めます。

実績
（達成率）

【活動の状況】

8

100.0

所

％

子育て世代のニーズに対応するため、現状の箇所数を維持し、育児相談や情報提供、親同士の交流の場を設け、地域の子育て家庭の支援を行いま
す。

地域の子育て中核施設として育児講座や育児相談等の事業を行っており、子育て家庭の支援に大きな効
果があります。

保育所当を拠点とした地域子育て支援センターを設置し、育児相談や情報提供、親同士
の交流などの場を設け、地域の子育て家庭の支援等を行います。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

育児相談や情報提供、親同士の交流など、保育所等の特性を活かした子育て支援の場を設け、地
域の子育て家庭の支援を行います。

目標

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

子ども家庭局

69,530 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名

掲載ページ

82

【Plan】計画　→

コ
ス
ト 65,867 千円 施策名

安心して生み育てることができる環境づくり

子育ての悩みや不安への対応

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

　限られた補助金額の中で、配置保育士２名分の給与を支出すると同時に、各保育所でパンフレットや手
引き等を作成するほか、離乳食講座、手作り教室など各種交流行事を開催しており、効率性は高いと言え
ます。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

北九州市福祉事業団に委託している社会福祉研修所が主催した研修を受講しているので、これ以上コス
トを下げることは出来ません。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。

【Plan】計画　→

コ
ス
ト ー 千円 施策名

安心して生み育てることができる環境づくり

子育ての悩みや不安への対応

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

子ども家庭局

ー 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名

掲載ページ
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施
設

今後も、スーパーバイザーの役割を担う子育て支援員の養成のため、研修を継続実施します。

子育て支援指導者の育成を計画的に行い、「子育て支援員養成講座」を6日間実施しました。子育て支援
の推進及び保育の質の向上を図ることが出来ました。

北九州市社会福祉研修所の研修の充実を図り、保育所の保育士を子育てに関する相
談や育児サークルの支援等に対応できる「子育て支援員」として養成します。「子育て支
援員」は、各区役所や市民センター等と連携しながら、地域に根差す保育所の子育て家
庭支援の中心的な役割を担います。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

年間４０名を受講対象とし、4年を１クールと設定し、全保育所（158施設）の保育士が参加するように
計画している。

目標

施
設

100.0 ％

158

【活動の状況】

40

100.0

名

％

子育て支援員の養成・配置（保育所）

事
業
費

（最終目標と最終年度）

子育て支援員の増員

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

40 名
専門性を活かし、きめ細やかな子育て相談等に対応できるよう、子育
て支援員の養成を継続します。

実績
（達成率）

順調

担当課 保育課

40 名

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

158

活動指標の実
績を参考に、
活動の状況を
チェック

→

158
施
設

子育て支援員の配置保育所数

保育所の保育士を子育てに関する相談や育児サークルの支援等に対応で
きる｢子育て支援員｣として養成し、保育所に配置し、育児に悩む保護者を支
援できるよう、活動指標としてあげました。

（最終目標と最終年度）　すべての保育所（現状維持）：平成２６年度



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

今ある保育所の機能を生かして事業を行うので特に大きなコストはかかりません。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。

【Plan】計画　→

コ
ス
ト 33,216 千円 施策名

安心して生み育てることができる環境づくり

子育ての悩みや不安への対応

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

子ども家庭局

34,547 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名

掲載ページ
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子どもたちの社会性を培うため、保育所においては世代間交流事業や異年齢児交流事業など、幅広い活動を実施します。また、保育所が持つ専門的知
識やノウハウを活かして、子育て相談や育児講座、情報の提供を行います。
未実施施設に対しては、事業の内容や事業例について案内し、事業の実施を奨励します。

　各保育所で地域の年長者と昔遊びや、縁日ごっこ、もちつきなどの世代間交流や校区小学校と連携を
持ち、異年齢交流を行い、保護者対象の子育て相談や育児講座はもとより、在宅親子への支援として、各
保育所で子育て広場の開催や電話相談など、その地域の特性や各施設の状況に応じた地域活動を行い
ました。
　未就園児親子が身近な保育所で、子育てのアドバイスを受けたり、同年齢の保育園児と遊んだりするこ
とで、育児の悩みや不安が緩和され保護者に喜ばれました。

保育所における世代間交流事業や、異年齢児交流事業など幅広い活動を通して、子ど
もたちの社会性を培います。また、保育所が持つ専門的知識やノウハウを活かし、子育
て相談や育児講座の開催および子育て情報の提供を行うなど、地域の子育ての核とし
て子育て家庭への支援を行います。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

地域の高齢者との交流や小学校低学年児童の受け入れ、育児講座など、その地域の特性や各施設
の状況に応じた地域活動事業を行います。

目標 【活動の状況】

148

93.7

所

％

保育所における地域活動事業

事
業
費

（最終目標と最終年度）　すべての保育所（平成２６年度）

地域活動事業を実施する保育所数

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

148 所
全保育所で世代間交流や子育て相談、育児講座などを実施して子育
て支援を行います。

実績
（達成率）

順調

担当課 保育課

158 所

活
動
実
績

活動結果は以下のとおりです。

活動指標の実
績を参考に、
活動の状況を
チェック

→

（最終目標と最終年度）



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

　保育所の機能を活かして、地域の保育所への理解を得ることが出来、開かれた保育所づくりをするの
で、新たなコストはかかりません。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。

【Plan】計画　→

コ
ス
ト ー 千円 施策名

安心して生み育てることができる環境づくり

子育ての悩みや不安への対応

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

子ども家庭局

ー 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名

掲載ページ

83

今後とも保育所の機能を活かして、地域の子育て支援を充実させ安全管理の下、、開かれた保育所づくりを進めます。

　地域活動等を通して、地域の年長者や在宅親子との交流を行いました。不審者対策を十分に考慮の
上、開かれた保育所づくりを推進しました。地域住民や在宅の未就園児親子を行事等や育児講座などに
招待することで、保育所への理解が深まります。また専門性を活かした子育て支援は子育てに悩む保護
者の方に喜ばれています。

地域住民の理解を深め、開かれた保育所づくりを推進するため、未就園児と保護者に施
設や園庭の開放を促進するとともに、行事へ地域住民の参加を促すなど、安全管理の
下で開放的な雰囲気づくりに取り組みます。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

未就園児とその保護者に保育所の施設や園庭を開放します。

目標 【活動の状況】

158

100.0

施
設

％

施設・園庭の地域への開放

事
業
費

（最終目標と最終年度）

施設園庭の地域への開放実施施設数

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

157
（100％）

施
設

地域活動や施設の開放を通して、未就園児と保護者の来所が増え個
別の育児相談の実施など、開かれた保育所作りを推進します。

実績
（達成率）

順調

担当課 保育課

158
施
設

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

活動指標の実
績を参考に、
活動の状況を
チェック

→

（最終目標と最終年度）



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理
「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

地域の人材を活用するなど、雇用促進にも寄与しています。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。

【Plan】計画　→

コ
ス
ト 63,990 千円 施策名

安心して生み育てることができる環境づくり

子育ての悩みや不安への対応

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

教育委員会

68,749 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名

掲載ページ
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園

今後も、幼稚園の果たす子育て支援がますます重要になっていくと考えており、私立幼稚園への助成制度の充実を図るとともに、私立幼稚園連盟との
意見交換等により、より一層活用しやすい制度となるよう努めます。

　子育て支援保育補助員補助制度は、地域の人材を活用するなど、雇用促進にも寄与するとともに、幼
稚園における子育て支援機能の充実に役立っています。平成２３年度は、９割以上の幼稚園で活用され
ており、幼稚園からも好評を得ています。

学校教育法では、「幼稚園は、義務教育及びその後の教育の基礎を培うもの」と位置づ
けられています。また、市内の幼稚園児の９８％が私立幼稚園に通っている現状から、
本市の幼児教育における私立幼稚園の果たす役割はますます重要となっています。そ
こで、私立幼稚園における幼児教育の振興と保護者の経済的な負担の軽減を図るとと
もに、私立幼稚園の人材や機能を活用して子育て支援を行うものです。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

平成２２年度より、子育て支援保育補助員の補助対象を拡大し活用しやすくする等、より一層の幼稚
園における子育て支援機能の充実の為の支援を行います。

目標

園

96.8 ％

92

【活動の状況】

53

66.3

園

％

幼稚園における子育て支援機能の充実

事
業
費

（最終目標と最終年度）　平成26年度　80園（毎年度80園）

園庭等の地域開放事業の実施園

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

50 園
園庭等を地域に開放することにより、地域での子育支援を推進する
ためです。

実績
（達成率）

順調

担当課 企画課

80 園

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

95

活動指標の実
績を参考に、
活動の状況を
チェック

→

88 園

子育て支援保育補助員の活用園

子育て支援保育補助員を活用し、幼稚園における子育て支援機能の
充実を図るためです。

（最終目標と最終年度）　平成26年度　95園（毎年度95園）



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ
（最終目標と最終年度）

順調

担当課 子ども家庭政策課

2,400 件

活
動
実
績

計画どおり情報の収集及びホーム
ページでの情報提供を行いました。

活動指標の実
績を参考に、
活動の状況を
チェック

→

一時預かりサービス情報の提供

事
業
費

（最終目標と最終年度）

「子育てマップ北九州」内専用ページのアクセス件数

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

572 件
　より多くの市民に、必要とされる子育てに関する情報が届いている
かを図る活動指標として設定します。

実績
（達成率）

【活動の状況】

2,153

89.7

件

％

　24年度においても引き続き、一時預かりサービスを提供する民間事業者の情報を収集し、ホームページ「子育てマップ北九州」で情報提供を行いま
す。

民間事業者が提供する一時預かりサービスに関する情報を収集し、平成24年3月にホームペー
ジ「子育てマップ北九州」で情報提供を行いました。「子育ての悩みや不安の解消」に向けて、必
要とされる情報を保護者にタイムリーに提供することにより地域社会全体で子育て家庭を支える
環境づくりを進めました。

安心して子どもを生み育てることができるように、民間事業者が提供する子どもの一時
預かりサービスに関する情報を、幅広く収集し、ホームページ「子育てマップ北九州」に
専用のページを設け、情報提供を行い、地域社会全体で子育て家庭を支える環境づくり
を進めます。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

民間事業者が提供する一時預かりサービスに関する情報の収集及びホームページ「子育てマップ北
九州」に専用のページを設け、情報提供を行います。

目標

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

子ども家庭局

－ 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名

掲載ページ
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【Plan】計画　→

コ
ス
ト － 千円 施策名

安心して生み育てることができる環境づくり

子育ての悩みや不安への対応

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

ホームページ「子育てマップ北九州」管理運営は、「子どもの館・子育てふれあい交流プラザ」運
営に関する指定管理業務の一部として実施しており、経済的・効率的な情報提供に努めていま
す。市が実施主体となって、情報のとりまとめを行い、ホームページ「子育てマップ北九州」にお
いて情報提供を行う必要があると考えます。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ

18 回

研修会の実施

研修会を実施し、会員の質の向上に努めます。

（最終目標と最終年度）

順調

担当課 子育て支援課

-

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

18

活動指標の
実績を参考
に、活動の
状況を
チェック

→

ほっと子育てふれあい事業の充実

事
業
費

（最終目標と最終年度）

提供（両方）会員の確保

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

2,946 人援助活動の需要に対する供給の確保に努めます。

実績
（達成率）

【活動の状況】

2,370 人

回

100.0 ％

18
回

　従来の研修に加えて、子どもの栄養と食生活の講義を追加したり、活動中の事故０を目指した事例研修を行うなど研修内容の充実を図ることによ
り、安全で質の高いサービスの提供に努めることとしています。

仕事の都合で保育所等への送迎ができない方や、急な用事のために子どもを預ける必要がある方
等を援助し、労働者の福祉の増進及び児童の福祉の向上に寄与することにより、十分な効果が得ら
れていると考えます。

　ほっと子育てふれあいセンターにおいて、地域で子育ての援助を行いたい者と子育て
の援助を受けたい者を組織化し、相互に援助できるよう支援することにより、安心して子
育てと仕事を両立できるような環境づくりに資するとともに地域の子育て支援を行い、労
働者の福祉の増進及び児童の福祉の向上を図ります。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

　定期的な会員募集を行い、会員獲得に努めています。また、提供会員の基本研修、ステップアップ
研修や会員相互の交流会活動を通じて、会員の資質向上を図っています。

目標

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

子ども家庭局

15,736 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名

掲載ページ
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【Plan】計画　→

コ
ス
ト 15,100 千円 施策名

安心して生み育てることができる環境づくり

子育ての悩みや不安への対応

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

会員の質の向上のため、子どもの心身の健康や事故の対応などの研修を行っています。研修内容
や会員同士の交流会の充実を図ることにより、安全で質の高いサービスの提供に努めることとして
おり、効率性は高いと考えます。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

補助金は利用児童数に応じた額となっており、限られた補助の中で人員を配置し実施するなど、合理的に
事業を行っています。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。

【Plan】計画　→

コ
ス
ト 49,646 千円 施策名

安心して生み育てることができる環境づくり

子育ての悩みや不安への対応

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

子ども家庭局

54,620 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名

掲載ページ
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保護者の就労形態の多様化等に対応するため、「元気発進！子どもプラン」に基づき事業の拡充を行います。平成24年度は、新規５所で一時保育事業
の実施を予定しています。

平成２３年度は５所で新規開設を行い、全５９施設において年間延べ25,525人でした。ました。一時的な就
労等多様化する就労形態への対応や、専業主婦等の育児リフレッシュへの対応等について高い効果が
あります。

保護者のパート就労や冠婚葬祭、及び育児リフレッシュ等の理由により、一時的に家庭
での保育が困難となる児童を保育所において保育します。今後は、実施施設数を増やし
ます。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

引き続き一時保育実施施設を増やし、子育て家庭等の支援を行います。

目標 【活動の状況】

59

101.7

所

％

一時保育事業

事
業
費

（最終目標と最終年度）６４所、平成２６年度

一時保育事業を実施する保育所

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

54 所
保育所の新設や改築に伴い一時保育室を設置するなどして一時保
育事業実施保育所数の増を図ります。

実績
（達成率）

順調

担当課 保育課

58 所

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

活動指標の実
績を参考に、
活動の状況を
チェック

→

（最終目標と最終年度）



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

既存の児童養護施設・乳児院の定員の空きを活用しており、施設面でも人員面でも効率的に運用し
ていると考えます。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。

【Plan】計画　→

コ
ス
ト 6,763 千円 施策名

安心して生み育てることができる環境づくり

子育ての悩みや不安への対応

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

子ども家庭局

5,853 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名

掲載ページ

84

事業を周知し、必要に応じて利用を促します。また、「ほっと子育て」など他の関連サービスとの十分な連携を図り、利用しやすい環境づくりに努め
ます。

出張等により児童の養育が困難となるときに当サービスがあることは、ひとり親家庭等さまざまな家
庭での仕事と子育ての両立を可能にするため、有効です。

児童養護施設等において保護者等の就労や疾病、冠婚葬祭などによる緊急・一時預か
りや保護者のリフレッシュなど、幅広いニーズに対応します。また、「ほっと子育てふれ
あい事業」など他の関連サービスとの十分な連携を図り、利用しやすい環境づくりに努
めます。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

利用の必要がある市民のニーズに応えるよう努めました。また、事業を周知することで潜在的なニー
ズに応えるよう努めました。

目標 【活動の状況】

715 人

ショートステイ・トワイライトステイ事業 

事
業
費

（最終目標と最終年度）利用しやすい環境づくり

利用延べ児童数

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

92 人
利用の必要がある市民ニーズに十分応えられるよう、指標として設定
しました。

実績
（達成率）

順調

担当課 子育て支援課

-

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

活動指標の
実績を参考
に、活動の
状況を
チェック

→

（最終目標と最終年度）



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

地域の身近なところで、クラブの活動を支援してくれる人材を確保することができるので、経済性・効
率性が高い取り組みと考えています。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。

【Plan】計画　→

コ
ス
ト 0 千円 施策名

安心して生み育てることができる環境づくり

子育ての悩みや不安への対応

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

子ども家庭局

0 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名

掲載ページ
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２３年度のモデル事業の取り組みの結果（課題・成果等）を報告書にまとめ、指導員研修会を通じて全放課後児童クラブに紹介し、各クラブの取り
組みを促進していきます。なお、取り組みにあたっては、夏の教室（地域版）の実施に併せ、放課後児童ヘルパー等を活用し、地域の特色を活かし
た魅力あるクラブづくりを進めていきます。

夏の教室（地域版）のモデル事業の実施に併せ、１２クラブで放課後児童ヘルパー（地域の高齢者、
大学生等）を活用したモデル事業を実施しました。これらのクラブでは、地域の高齢者等が、クラブ
の清掃活動等の支援を行い、普段取り組めない活動を行うことができたことから、モデル期間終了
後も、この取り組みを継続・発展させ、魅力あるクラブづくりを進めています。地域の人材を活用する
ことで、地域の特色を活かした活動が促進され、クラブの魅力向上に繋がっています。有効性の高
い取り組みと考えています。

地域の特色を活かした放課後児童クラブの活動を推進していくため、地域と連携を図
り、地域の人材を「放課後児童ヘルパー」として登録し、活動を支援していきます。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

夏の教室（地域版）のモデル事業の実施に併せ、放課後児童ヘルパーを活用したモデル事業を実
施し、活動内容の充実に向けた取り組み手法等の検討を行います。なお、モデル事業は6クラブ程
度で実施します。

目標 【活動の状況】

8.2 ％

放課後児童ヘルパーの設置

事
業
費

（最終目標と最終年度）５０％（２６年度）

ヘルパー活用クラブの割合

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

0 ％
放課後児童クラブの多くは、地域の方々が運営に参画されており、地
域の特色を活かした放課後児童クラブの活動を推進していくために、
「放課後児童ヘルパー」として登録し、活動を支援していきます。

実績
（達成率）

順調

担当課 子育て支援課

単年度の目
標設定はあ
りません

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

活動指標の
実績を参考
に、活動の
状況を
チェック

→

（最終目標と最終年度）



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理
「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

ボランティアに関する研修は、市の他の部署でも行われている例があり、同様の趣旨の研修を統合する
ことなどにより、より効率性が図られるものと考えます。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。

【Plan】計画　→

コ
ス
ト 35,809 千円 施策名

安心して生み育てることができる環境づくり

子育ての悩みや不安への対応

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

保健福祉局

32,908 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名

掲載ページ

84

地域福祉を担う人材の育成は、本市の福祉施策を推進する上で重要なものと考えており、より多くの方に受講していただけるよう内容等について今後
も検討する必要があるものと考えています。

地域等での福祉活動を担う人材育成のため、①市民講演会、②市民講座、③スキルアップ研修、④地域
活動者研修、⑤地域活動者支援研修、⑥福祉有償運送運転協力者研修、その他研修を実施していま
す。
研修後のアンケートでは、同じボランティアを行う者の体験談を聞いたり、意見交換を行うことで、今後の
ボランティア活動の参考になったという声や、他のボランティア団体とのつながりができた等の声が聞か
れています。また、福祉有償運送運転協力者研修受講者が、有償運送実施団体に登録しボランティア活
動をしているなど、その研修成果が地域での福祉活動につながっている例もあります。

地域住民の福祉に対する知識の向上や、住民参加で福祉サービスの利用者を支える仕
組みづくりのため、地域福祉を担う人材の育成・強化を図るための各種研修事業を実施
しています。事業の実施にあたっては、北九州市が北九州市社会福祉協議会へ委託
し、社会福祉ボランティア大学校において、ボランティア・市民活動センターとの連携を図
りながら実施していきます。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

研修事業ごとの開催回数及び日数については研修事業計画のとおり行います。その他、研修の実施
内容については、その都度、社会福祉ボランティア大学校と協議して行います。

目標

-

【活動の状況】

2,402

100.0

人

％

社会福祉ボランティア大学校運営委託

事
業
費

（最終目標と最終年度）

ボランティア大学校の研修の受講者数

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

2,179 人
市内のボランティアの育成に関して、一定程度の研修機会を提供で
きたかを計るため、受講者数を指標とします。

実績
（達成率）

順調

担当課
いのちをつなぐネッ
トワーク推進課

2,400 人

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

－

活動指標の実
績を参考に、
活動の状況を
チェック

→

－

関係団体との連携

研修については、地域や団体に広くＰＲするとともに、受講者がその
後地域で活動できるよう、市及び区のボランティア・市民活動センター
と連携します。

（最終目標と最終年度）



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ
（最終目標と最終年度）

順調

担当課 雇用開発室

450 件

活
動
実
績

下記のとおりです。

活動指標の実
績を参考に、
活動の状況を
チェック

→

シルバー人材センターによる「高年齢者活用子育て支援事業」

事
業
費

（最終目標と最終年度）　平成26年度において450件受注

子育て支援事業にかかる受注件数

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

430 件
「子どもの成長と子育てを地域で支え合うまちづくり」に沿って、シル
バー会員が母親の子育てを支援します。

実績
（達成率）

【活動の状況】

420

93.3

件

％

引き続き子育て支援事業が実施されるよう、シルバー人材センターを支援します。

概ね計画通り実施されました。

子育て経験の豊富なシルバー人材センターの会員が保育園への送迎、子守、託児等の
サービスを行います。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

シルバー人材センターの業務のひとつとして、子守、保育園への送迎、保育補助、産前産後の手伝
い、託児等を「子育て支援サービス」として実施します。

目標

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

産業経済局

2,000 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名

掲載ページ

85

【Plan】計画　→

コ
ス
ト 2,000 千円 施策名

安心して生み育てることができる環境づくり

子育ての悩みや不安への対応

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

若い世代の子育ての悩みや負担軽減に、効果があると思われます。
高齢者の就業機会を増やすと同時に子育て支援に資するものであり、効率性の高い事業となっていま
す。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ

8,817 人

スクールヘルパー登録者数

地域の人材を学校教育に生かし、地域と学校が連携して、児童生徒
への学校生活の支援を行います。

（最終目標と最終年度）平成25年度　9,000人

順調

担当課
:指導企画課
生涯学習課

107,500 人

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

9,000

活動指標の実
績を参考に、
活動の状況を
チェック

→

スクールヘルパー

事
業
費

（最終目標と最終年度）平成25年度　115,000人

スクールヘルパー延べ活動人数

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

101,706 人
地域の人材を学校教育に生かし、地域と学校が連携して、児童生徒
への学校生活の支援を行います。

実績
（達成率）

【活動の状況】

105,062

97.7

人

％

人

106.1 ％

9,550
人

ブックヘルパーや学校支援地域本部など学校のニーズに応じた取組を充実することにより、スクールヘルパーの活動領域の拡大や大学・企業等との
連携強化を図っていきます。

これまでの安全対策・教育支援などの活動に加えて、読書活動の充実に協力いただく「ブックヘルパー」
の取組や学校支援地域本部事業など、スクールヘルパーの活動領域拡大につながる取組を進めたこ
とから、スクールヘルパーの延べ活動回数は目標を若干下回ったものの前年度比約3,000回増となって
おり、また登録人数は目標を大きく上回り、スクールヘルパー制度を活用した学校支援が進んでいま
す。

地域の人材や教育機能を学校教育に生かし、地域と学校が連携して子どもたちの「生き
る力」をはぐくむことを目的に、地域人材をスクールヘルパーとして学校に登録し、学校へ
の支援活動を実施します。
教員の子どもと向き合う時間の確保と地域の教育力の向上を図るため、地域の協力のも
と学校の教育活動等を支援する体制づくりを推進します。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

市の直接実施にて、地域で学校を支援する体制づくりを促進していきます。

目標

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

教育委員会

78,621 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名

掲載ページ

85

【Plan】計画　→

コ
ス
ト 59,622 千円 施策名

安心して生み育てることができる環境づくり

子育ての悩みや不安への対応

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

１回の活動につき500円（活動内容によっては1,000円）という金額で、学校の教育活動を支える多くのマ
ンパワーを得ており、経済性は高いと考えます。学校のニーズにあった制度の運用を図り、スクールヘ
ルパーの活動がより効果的なものとなるよう事業を推進しています。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

民間事業者が保有する生涯学習支援システムを活用して開発した当システムの運用管理を、同事業者
に委託することで、経費を抑え効率的な運用管理が出来たと考えております。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。

【Plan】計画　→

コ
ス
ト 1,108 千円 施策名

安心して生み育てることができる環境づくり

子育ての悩みや不安への対応

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

教育委員会

1,218 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名

掲載ページ

85

幅広く情報収集するため内容の検討を行うとともに、目標達成向けた新規登録者の増加に向け取り組みます。

ホームページに公開し、広く活用できる環境を整えるとともに、登録者に対しての登録内容確認を行い、
掲載内容を更新しました。
総数としては２０名ほど減少しましたが、１９名の新規登録者がありました。
地域における生涯学習を推進するためには、人材バンクシステムにおける講師及びボランティア情報提
供する仕組みとして、有効であると考えます。

生涯学習についての理解やボランティアへの熱意を持ち、持っている知識や経験、技能
を地域社会で積極的に役立てようとする意欲のある個人又は団体を講師又はボランティ
アとして登録し、ホームページにて広く市民に紹介することを通して、地域での生涯学習
活動を支援します。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

市が講師、ボランティアの新規募集を行い、人材バンクの充実を図ります。

目標 【活動の状況】

19

82.6

人

％

地域人材バンクの整備

事
業
費

（最終目標と最終年度）

新規登録者・団体の獲得のための広報活動

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

―
新規登録者・団体の獲得するため、様々な媒体を活用した広報活動
を行います。（新たに登録した講師及びボランティアの数（人材バンク
の新規登録者数）を指標としました。）

実績
（達成率）

順調

担当課 生涯学習課

23 人

活
動
実
績

活動結果は、下記のとおりです。

活動指標の実
績を参考に、
活動の状況を
チェック

→

（最終目標と最終年度）



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ

子育ての悩みや不安への対応

目標

290

実績
（達成率）

【活動の状況】

ＮＰＯ法人数

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

263
法
人

293

→

掲載ページ

順調

情報発信を強化するため、ホームページの見直しをおこないます。また、本市がＮＰＯ法人の所轄庁になったこともあり、ＮＰＯ法人の設立に関する相談
や設立後の支援となるような講座なども強化していきます。

活動の状況は概ね順調でした。ＮＰＯ法人数は目標を達成しており、これらの活動は有効であると判断し
ます。

地域の課題に自ら対応し、市民が自発的、主体的に公共活動に参画する市民社会の形
成に向けて、まちづくりの重要な担い手であるＮＰＯやボランティア団体などの市民活動
を促進します。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

市民文化スポーツ
局

15,885 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名 85

ＮＰＯボランティア活動促進事業

【Plan】計画　→

コ
ス
ト 14,521 千円 施策名

安心して生み育てることができる環境づくり
事
業
費

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当課

担当局

地域振興課

従来からの市民活動に関する相談受付や情報提供などの市民活動サポートセンターの機能の充実
と併せて、ＮＰＯ等の活動支援・育成及び団体相互間の協力促進に力を注いでいきます。

101.0

法人

％

活
動
実
績

　これから市民活動に携わりたい市民
への啓発や、市民活動に取り組む団
体の組織や活動を強化するための講
座を開催しました。
　また、市民活動に取り組む団体等
に、他団体の活動やイベント、助成金
など、活動に役立つ情報を提供する
ため、広報誌やニュースレターを発行
しました。

活動指標の
実績を参考
に、活動の状
況をチェック

法
人

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

市民活動サポートセンターは、行政施設の一部を活用して行政機関の窓口の一部として直営で運営して
おり、職員についても嘱託職員で対応していることから、経済効率は高いものと考えます。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。

様々な施策によって活動に取り組み始めた市民が、それぞれの目的の達成
に向けて市民活動団体を主体的に発足させたＮＰＯ法人数の増加を図りま
す。

（最終目標と最終年度）340法人、平成２６年度



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

市民活動保険は、民間保険の導入により経済性・効率性を確保しています。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。

【Plan】計画　→

コ
ス
ト 5,662 千円 施策名

安心して生み育てることができる環境づくり

子育ての悩みや不安への対応

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

市民文化スポーツ
局

6,176 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名

掲載ページ

85

市民が安心して地域活動やボランティア活動へ取り組むことができるよう、引き続き市民活動保険を実施します。

引き続き市民活動保険を実施しました。これによって、市民が安心して子育て支援などの地域活動やボ
ランティア活動に取り組むことができると考えます。このため活動は有効であると判断します。

北九州市が保険料を負担して、これらの活動中の事故に対して一定水準の補償を行
い、市民が安心して地域活動やボランティア活動に取り組むことができるようにします。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

市民活動保険実施

目標 【活動の状況】

実施

市民活動保険

事
業
費

（最終目標と最終年度）

市民活動保険実施

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

実施
市民が安心して地域活動やボランティア活動に取り組むことができるよう、
北九州市が保険料を負担して、これらの活動中の事故に対して一定水準の
補償を行います。

実績
（達成率）

順調

担当課 地域振興課

実施

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

活動指標の
実績を参考
に、活動の状
況をチェック

→

（最終目標と最終年度）



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ

26 人

成果発表会の参加人数

活動事例を幅広く情報提供することなどを通して本市におけるＮＰＯ
活動の更なる発展を図るため、成果発表会への参加人数を指標とし
ます。

（最終目標と最終年度）26年度に参加者累積人数が230人

順調

担当課 地域振興課

16

件

（
累
積

）

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

80

活動指標の
実績を参考
に、活動の状
況をチェック

→

NPO公益活動支援事業

事
業
費

（最終目標と最終年度）　26年度に補助事業累積件数が34件

補助交付事業件数

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

10

件

（
累
積

）

市内全域を対象とするまちづくり活動、地域課題の解決に繋がる活動、市
のイメージアップに寄与する活動に対する補助交付事業の累積件数を評価
の指標とします。

実績
（達成率）

【活動の状況】

21

131.3

件

（
累
積

）

％

人

（
累
積

）

100.0 ％

80
人

着実に補助事業の実施件数も増えているので、引き続き先進的な公益活動に対して助成を行い、活動事例の広報、情報提供に努めます。

本事業は、ＮＰＯによる地域課題の解決に向けた専門的で先駆的な実践を伴うものであり、実際に市民
福祉の向上に大きな成果をあげるとともに、事業の審査や成果の公開・広報を通して、市民活動の活性
化に大きく寄与しています。　平成２３年度は、１１団体１１事業に対して補助金を交付しました。補助の
対象となった事業は、いずれも公益性が高く、ＮＰＯの専門性や先駆性が活かされた事業でした。　ま
た、「ＮＰＯ協働提案モデル事業」では、ＮＰＯと市が実際に協働して事業を展開し、課題の解決に取組み
ました。

ＮＰＯ法人または市民活動団体が専門性等を十分に発揮して行う、意欲的かつ先進的
な取り組みを支援することにより、本市におけるＮＰＯ活動の更なる発展を図ります。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

　ＮＰＯ法人又は市民活動団体が専門性等を十分に発揮して行う意欲的かつ先進的な公益活動（地
域の課題解決につながる活動や公共の福祉の向上に資する活動など）に対して助成を行うととも
に、これらの活動事例を幅広く情報提供することなどを通して本市におけるＮＰＯ活動の更なる発展
を図ります。

目標

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

市民文化スポーツ
局

5,500 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名

掲載ページ

85

【Plan】計画　→

コ
ス
ト 4,891 千円 施策名

安心して生み育てることができる環境づくり

子育ての悩みや不安への対応

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

地域の事情に精通した団体や高い専門性を有する団体が地域課題の解決に取り組んでいるため、効果
的かつ効率的な運営となっています。ＮＰＯと行政が協働して取り組む「NPO協働提案モデル事業」で
は、行政が挙げている課題に対して、NPOの専門的・先駆的な発想を導入することで、行政が直接実施
することに比べ、より効率的で効果的な成果を得ることができました。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ

22,096 人

ボランティア登録人数

ボランティアの活性化のため、指標として掲げます。活動者の支援を
します。

（最終目標と最終年度）

順調

担当課
いのちをつなぐネッ
トワーク推進課

ボランティア
登録団体数
の目標は設
定していませ
ん。

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

ボランティア
登録人数の
目標は設定
していませ
ん。

活動指標の実
績を参考に、
活動の状況を
チェック

→

ボランティア活動促進事業

事
業
費

（最終目標と最終年度）

ボランティア登録団体数

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

745
団
体

ボランティアの活性化のため、指標として掲げます。活動者の支援を
します。

実績
（達成率）

【活動の状況】

769 団体

人23,045

今後も社会情勢の変化や福祉制度の改革に伴い、多様化するニーズに対応するため、ボランティア活動の活性化が求められており、現状のまま進め
ることが適当と考えます。

ボランティア活動の普及・啓発、ボランティア・NPO団体支援など、当初の計画に沿った事業が実施され
ています。また、ボランティア需給調整や活動の相談も受けており、ボランティアの活性化等に向けて取
り組みを進めています。
ボランティアの需給調整等の窓口として、ボランティア・市民活動センターは重要な役割を果たしていま
す。各区ごとにボランティアセンターを設置し、ボランティアコーディネーターを配置することで、その地域
ごとの特性と実態に合ったボランティアの支援を行うことができており、より地域に根ざしやすい活動支
援ができて

市ボランティア・市民活動センターでは、ボランティア団体とのネットワークの構築、ボラ
ンティアに関する普及・啓発活動の実施、ボランティアの養成などを総合的に支援し、各
区ボランティア・市民活動センターでは、より地域に根ざしたボランティアの情報収集や
実態把握、需給調整を行っており、市からボランティア・市民活動センターを運営する北
九州市社会福祉協議会に対して補助金を交付しています。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

①ボランティア活動についての相談や援助
②ボランティアグループの育成と活動助成
③ボランティアの養成と研修
④ボランティア活動の登録と需給調整

目標

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

保健福祉局

38,687 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名

掲載ページ

86

【Plan】計画　→

コ
ス
ト 37,294 千円 施策名

安心して生み育てることができる環境づくり

子育ての悩みや不安への対応

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理
「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

ボランティア活動そのものについては、ＮＰＯ団体等が多数存在し、それぞれ活動をされていることから、
これらが実施している事業との調整が図れれば、より効率性が図られるものと考えます。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ
（最終目標と最終年度）

大変順調

担当課 商業振興課

11 件

活
動
実
績

　活動結果は下記のとおりです。

活動指標の実
績を参考に、
活動の状況を
チェック

→

空き店舗賃借料補助

事
業
費

（最終目標と最終年度）

制度活用件数

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

10 件
　目標値は、商店街への事前ヒアリングをふまえて予算計上した件数
　平成２３年度の新規案件は開業支援事業１７件、コミュニティー支援
事業１件

実績
（達成率）

【活動の状況】

18

163.6

件

％

　平成２３年度に補助限度額のアップ等の補助制度拡充を行い、より利用しやすい制度へと改正しました。
　今後は、現行の補助制度を継続実施する中で、商店街の魅力向上や新規商業者の開業支援に努めていきたい。
　また、新規商業者の開業支援のため、市、中小企業支援センター、商工会議所等の各種相談窓口の紹介や開業セミナー情報の提供等を積極的に
行います。

　空き店舗出店者へ賃借料を補助することにより、商店街の活性化や新規開業者の支援に一
定の効果はあったものと考えています。

　本事業は商店街の市場機能の維持向上や新規開業を促進するため、商店街の空き
店舗への出店について賃借料を一部を補助することにより、地域商業の振興に資する
ことを目的とします。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

　商店街の空き店舗に出店する方に賃借料の一部を補助します（開業支援事業）。また、商店街・市
場の組合が空き店舗を活用する場合に賃借料の一部を補助します（コミュニティー支援事業、店舗
運営事業）。

目標

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

産業経済局

7,445 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名

掲載ページ

86

【Plan】計画　→

コ
ス
ト 3,523 千円 施策名

安心して生み育てることができる環境づくり

子育ての悩みや不安への対応

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

　他に同様の制度はありませんが、市が補助することで開業しやすい環境づくりを行うのみなら
ず、（補助金の審査に必要な）事業計画書の作成等を通じて開業プランの明確化にも役立って
いると考えます。
　事業者に対しての各種アドバイス、市全体の支援施策の紹介、中小企業支援センターや商工
会議所の相談窓口やセミナー等を紹介など、細やかな対応により、より円滑な開業につながっ
ています。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

この事業は、補助金だけではなく構成団体からの負担金や企業からの協賛金等により実施されており、
事業効果を高めるようにしています。また、多くの構成団体により構成されているまちづくり協議会が事
業を実施することにより、効率的かつ効果的な事業の実施が図られています。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。

【Plan】計画　→

コ
ス
ト 1,017 千円 施策名

安心して生み育てることができる環境づくり

子育ての悩みや不安への対応

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

市民文化スポーツ
局

3,343 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名

掲載ページ

86

実施団体数も増加しているので、区役所コミュニティ支援課と連携して、引き続ききめ細かい働きかけを行ないます。

校区まちづくり支援事業未実施のまちづくり協議会に対し、区役所コミュニティ支援課が事業の実施を働
きかけており、実施協議会数は増加しています。しかし、体制が整わない等の理由で実施を見送るまち
づくり協議会もあり、引き続き事業の趣旨や業務等の説明を行います。

まちづくり協議会が実施する地域づくりの目標・活動計画の策定や地域課題の解決を図
る活動に対して補助金を交付するほか、事業の発表会を開催し、地域活動の意義に対
する理解促進や地域間での情報の共有化をはかります。この事業により、地域団体の
連携・協力を図り、地域が一体となった住民主体の地域づくりを促進します。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

区役所コミュニティ支援課と連携して、まちづくり協議会に事業の趣旨等を説明するなど、補助金導
入への働きかけを行い、実施団体の増加を図っていきます。

目標 【活動の状況】

105

95.5

団体

％

校区まちづくり支援事業

事
業
費

（最終目標と最終年度）　平成26年度　123団体

校区まちづくり支援事業を実施するまちづくり協議会数

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

97
団
体

地域総括補助金の補助項目の１つとして交付しているもので、補助金制度
を導入しているまちづくり協議会のうち9割以上が校区まちづくり支援事業を
活用したまちづくり活動を行うよう働きかけを行ないます。
(平成23年度から制度改正)

実績
（達成率）

順調

担当課 地域振興課

110
団
体

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

活動指標の
実績を参考
に、活動の状
況をチェック

→

（最終目標と最終年度）



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ
（最終目標と最終年度）

順調

担当課 地域振興課

122
団
体

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

活動指標の
実績を参考
に、活動の状
況をチェック

→

コミュニティ支援機能の充実(地域総括補助金)

事
業
費

（最終目標と最終年度）平成26年度　136団体

新たな地域づくりに取り組んだまちづくり協議会数(地域総括補助金導入団体数)

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

116
団
体

まちづくり協議会に対して、地域総括補助金間制度導入と継続的な制度活
用の働きかけを行ないます。

実績
（達成率）

【活動の状況】

120

98.4

団体

％

区役所コミュニティ支援課と連携して、制度説明等について引き続ききめ細かい働きかけを行ないます。

平成16年度から市の各部局が事業ごとに地域団体に交付していた補助金を可能な限り
一本化し、「地域総括補助金」をまちづくり協議会に交付しています。この補助金の活用
により、地域団体の連携・協力を図り、地域が一体となった住民主体の地域づくり・まち
づくりを促進します。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

区役所コミュニティ支援課と連携して、まちづくり協議会に事業の趣旨等を説明するなど、補助金導
入への働きかけを行い、実施団体の増加を図っていきます。

目標

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

市民文化スポーツ
局

385,964 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名

掲載ページ
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【Plan】計画　→

コ
ス
ト 361,064 千円 施策名

安心して生み育てることができる環境づくり

子育ての悩みや不安への対応

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。

地域総括補助金未導入のまちづくり協議会に対し、区役所コミュニティ支援課と連携して導入の
働きかけを行なっており、導入数は増加しています。しかし、体制が整わない等の理由で導入を
見送るまちづくり協議会もあり、引き続き、事業の趣旨や事務等の説明を行います。

制度の導入により、これまで各部局で行ってきた補助金交付に関する事務について、区役所コ
ミュニティ支援課に集約され、効率化が図られています。



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ
（最終目標と最終年度）

順調

担当課 健康推進課

増加

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

活動指標の
実績を参考
に、活動の
状況を
チェック

→

市民センターを拠点とした健康づくり事業

事
業
費

（最終目標と最終年度）

「地域でＧＯ！ＧＯ！健康づくり」の実施まちづくり協議会数

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

85 団体

市民が自ら話し合い、地域の健康づくりに取り組んでいく「地域でＧ
Ｏ！ＧＯ！健康づくり」を拡充することで、市民主体の健康づくりを推
進します。

実績
（達成率）

【活動の状況】

97 団体

・本事業の支援方法等の検討（支援方法や評価指標の検討）
・各区で報告会や交流会を開催し、取組み校区が活動報告や情報収集する機会を提供する。

保健師等の働きかけにより「地域でＧＯ！ＧＯ！健康づくり」をさらに１２校区で展開できました。また、
各区で開催した各地域の活動報告会等が事業のPRにもなり、事業の拡充に効果がありました。

市民が主体となり話し合い、目標の設定・計画づくり・実践・事業評価を一つのサイクルとし
て、まちづくり協議会、健康づくり推進員の会、食生活改善推進員協議会、医師会、歯科医
師会、薬剤師会、栄養士会、保健師等の連携により健康づくりに取り組む「市民センターを
拠点とした健康づくり事業（通称：地域でＧＯ！ＧＯ！健康づくり）」により住民主体の健康
づくりを推進します。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

「地域でＧＯ！ＧＯ！健康づくり」の全市的な展開を推進し、地域担当保健師等による支援及び補助
金の交付による支援を行います。

目標

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

保健福祉局

15,191 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名

掲載ページ
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【Plan】計画　→

コ
ス
ト 10,811 千円 施策名

安心して生み育てることができる環境づくり

子育ての悩みや不安への対応

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

「地域でＧＯ！ＧＯ！健康づくり」は、市民自らが地域の状況にあった健康づくりの取り組みを考えるも
のであり、運営費の一部に補助金を交付し、効果的な活動を推進しています。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ

632 件

小・中学生の入院件数

小・中学生の入院件数が増えることにより、経済面における子育ての
悩みや不安を感じる人の割合は減少すると予想されるため、指標とし
て設定しました。

（最終目標と最終年度）

順調

担当課 子育て支援課

53,477 人

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

1,084

活動指標の
実績を参考
に、活動の
状況を
チェック

→

乳幼児等医療費支給制度

事
業
費

（最終目標と最終年度）

乳幼児等医療の受給者数（小・中学生を除く）

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

53,635 人
乳幼児等医療の受給者数が増えることにより、経済面における子育
ての悩みや不安を感じる人の割合は減少すると予想されるため、指
標として設定しました。

実績
（達成率）

【活動の状況】

53,534

100.1

人

％

件

101.7 ％

1,102
件

乳幼児等の健康の保持と健やかな育成を図るため、現行制度を継続して実施します。

受給者数はほぼ目標通りであり、経済面における子育ての悩みや不安を感じる人の割合の減少に
つながったと考えられ、施策に対する効果は高いと考えます。

乳幼児等の健康の保持と健やかな育成を図るため、乳幼児等の保険診療による医療
費の自己負担額を助成します。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

平成２３年１０月より、入院医療費の助成対象を中学校３年生まで拡大します。

目標

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

子ども家庭局

2,904,711 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名

掲載ページ
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【Plan】計画　→

コ
ス
ト 2,638,578 千円 施策名

安心して生み育てることができる環境づくり

子育ての悩みや不安への対応

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

保険診療による自己負担額を助成するものであるため、代替手段によるコスト削減または市以外の
団体による関与は考えられません。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

特定不妊治療費の助成を受ける夫婦が年々増加しており、制度の認知は徐々に広がっていることから、今後も事業の周知を図っていきます。ま
た、不妊に関する相談者も増加しており、相談内容も多様になっているため、相談を受ける専門職のスキルアップや不妊に悩む方の交流会等を実
施し、事業を継続します。さらに、不妊に関する情報の普及啓発に努めるとともに、相談窓口の充実を図ります。

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。

特定不妊治療費の助成を受ける夫婦が年々増加しており、制度の認知は徐々に広がっていること
から、今後も事業の周知を図っていきます。また、不妊に関する相談者も増加しており、相談内容も
多様になっているため、相談を受ける専門職のスキルアップや不妊に悩む方の交流会等を実施し、
事業を継続します。

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

助成内容は国の要綱に基づいて実施しています。

392 件
順調

不妊に関する様々な相談に応じ、心身にわたる悩みを軽減すること
が必要です。

（最終目標と最終年度）

活動指標の
実績を参考
に、活動の
状況を
チェック

不妊に悩む夫婦が経済的理由で不妊治療を断念することがないよう
に、助成することが必要です。

（最終目標と最終年度）

実績
（達成率）

→ 【活動の状況】

助成件数

553 件 適切な助成
684 件

活
動
指
標

指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

前年度実績 目標

相談件数

363 件 増加

【Plan】計画　→ 【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

　不妊に悩む夫婦が、経済的理由で不妊治療を断念することがないよう、医療費が高
額な特定不妊治療に要する費用の一部を助成することにより、経済的負担の軽減を図
ります。また、専門の相談窓口を設置し、不妊に関する様々な相談に応じることで、心身
の悩みを軽減します。 活

動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

活
動
計
画

５年間の助成期間のうち、1年目の公費助成回数を３回に拡充します。また、情報誌への掲載や交
流会の開催など不妊に関する情報の普及啓発に努めます。

施策名 子育ての悩みや不安への対応 担当課 子育て支援課

政策分野 安心して生み育てることができる環境づくり 担当局 子ども家庭局
コ
ス
ト

事
業
費

平成23年度執行額 平成24年度予算額

106236 千円 112901 千円

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

事
業
名

特定不妊治療費助成事業
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大変順調

順調

やや遅れ

遅れ
（最終目標と最終年度）

順調

担当課 子育て支援課

-

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

活動指標の
実績を参考
に、活動の
状況を
チェック

→

子ども手当

事
業
費

（最終目標と最終年度）

手当の確実な支給

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

15,976,532
千
円

法定受託事務であり、法令等に基づいて、手当を確実に支給すること
が必要であるため、指標に設定しました。

実績
（達成率）

【活動の状況】

18,357,843 千円

法定受託事務であり、法令等に基づいて、手当を確実に支給します。

子育てにかかる経済的な負担を軽減し、経済的な負担を和らげるために有効であると考えます。

子ども手当を支給することにより、次代の社会を担う子どもの育ちを支援することを目的
とします。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

法令等に基づき、確実に手当を支給します。

目標

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

子ども家庭局

2,876,000 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名

掲載ページ

87

【Plan】計画　→

コ
ス
ト 18,357,843 千円 施策名

安心して生み育てることができる環境づくり

子育ての悩みや不安への対応

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

法定受託事務であり、支給要件・手当額当が全国一律に定められているため、評価に馴染まないと
考えています。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ
（最終目標と最終年度）

順調

担当課 子育て支援課

-

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

活動指標の
実績を参考
に、活動の
状況を
チェック

→

母子寡婦福祉資金貸付金制度の利用促進

事
業
費

（最終目標と最終年度）

貸付件数

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

953 件
就業による自立を促進することは重要であることから、母子家庭等の
就業や子育て・生活を支援する施策の利用件数を活動指標としまし
た。

実績
（達成率）

【活動の状況】

771 件

母子家庭等の生活の安定と向上を図るため、引き続き、貸付事業を継続します。

貸付事業の実施により、母子家庭等の子どもの就学、母親の資格取得等を助け、生活の向上と安
定に寄与しました。

母子家庭の子どもに、高等教育を受ける機会を保障し、厳しい雇用情勢の中での母親
の就労を確保して、母子家庭の経済的自立の促進および生活意欲の向上を図るため、
貸付の利用を促進します。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

母子家庭等の生活の安定と向上を図るため、引き続き、事業を継続します。

目標

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

子ども家庭局

577,142 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名
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【Plan】計画　→

コ
ス
ト 339,801 千円 施策名

安心して生み育てることができる環境づくり

子育ての悩みや不安の対応

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

母子及び寡婦福祉法に定められた事業であり、金額等は法律等で規定されています。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

保険診療による自己負担額を助成するものであるため、代替手段によるコスト削減または市以外の
団体による関与は考えられません。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。

【Plan】計画　→

コ
ス
ト 1,251,886 千円 施策名

安心して生み育てることができる環境づくり

子育ての悩みや不安への対応

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

子ども家庭局

998,924 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名
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ひとり親家庭等の健康の向上と福祉の増進を図るため、現行制度を継続して実施します。

受給者数はほぼ目標通りであり、経済面における子育ての悩みや不安を感じる人の割合の減少に
つながったと考えられ、施策に対する効果は高いと考えます。

母子家庭の母または父子家庭の父及び児童、父母のない児童の健康の向上と福祉の
増進を図るため、保険診療による医療費の自己負担額を助成します。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

現行制度を継続して実施します。

目標 【活動の状況】

30,046

98.3

人

％

ひとり親家庭等医療費支給制度

事
業
費

（最終目標と最終年度）

ひとり親家庭等医療の受給者数

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

32,408 人
ひとり親家庭等医療の受給者数が増えることにより、経済面における
子育ての悩みや不安を感じる人の割合は減少すると予想されるた
め、指標として設定しました。

実績
（達成率）

順調

担当課 子育て支援課

30,564 人

活
動
実
績

活動実績は下記のとおりです。

活動指標の
実績を参考
に、活動の
状況を
チェック

→

（最終目標と最終年度）



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

法定受託事務であり、支給要件・手当額当が全国一律に定められているため、評価に馴染まないと
考えています。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。

【Plan】計画　→

コ
ス
ト 5,572,760 千円 施策名

安心して生み育てることができる環境づくり

子育ての悩みや不安への対応

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

子ども家庭局

5,696,406 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名
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法定受託事務であり、法令等に基づいて、手当を確実に支給します。

ひとり親家庭等の生活の安定と自立の促進に寄与しています。

　父又は母と生計を同じくしていない児童が育成される家庭の生活の安定と自立の促
進に寄与するため、当該児童について児童扶養手当を支給し、もって児童の福祉の増
進を図ることを目的としています。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

法令等に基づき、確実に手当を支給します。

目標 【活動の状況】

5,572,760 千円

児童扶養手当

事
業
費

（最終目標と最終年度）

手当の確実な支給

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

5,383,943
千
円

法定受託事務であり、法令等に基づいて、手当を確実に支給すること
が必要であるため、指標に設定しました。

実績
（達成率）

順調

担当課 子育て支援課

-

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

活動指標の
実績を参考
に、活動の
状況を
チェック

→

（最終目標と最終年度）



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ

234 人

未熟児養育医療の給付実人数

未熟児の養育に必要な医療について、経済的負担を軽減するため、
公費助成は必要です。

（最終目標と最終年度）

順調

担当課 子育て支援課

-

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

-

→ 【活動の状況】

母子公費負担医療費助成および医療給付

事
業
費

（最終目標と最終年度）

小児慢性特定疾患の給付実人数

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

657 人
疾病の重症化を抑制するとともに、経済的負担を軽減するため、公費
助成は必要です。

687 人

人225

疾病や未熟児、心身障害児の重症化を抑制するとともに、保護者の経済的負担を軽減を図るため、事業の継続は必要です。

平成23年度は小児慢性特定疾患687人、育成医療148人、未熟児養育医療225人の給付を行なって
います。
疾病や未熟児、心身障害児の重症化を抑制するとともに、経済的負担を軽減するため、公費助成は
必要です。

　妊娠中の疾病や未熟児・心身障害児の重症化を抑制するとともに、保護者の医療費
負担の軽減などを図るため、医療の給付や医療費の公費負担を行います。また、保護
者の心身の負担軽減や療育生活の充実を図るため、家庭訪問等による支援を実施しま
す。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

妊娠中の疾病や未熟児・心身障害児の重症化を抑制するとともに、保護者の医療費負担の軽減を
図るために、事業の継続します。

目標

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

子ども家庭局

288,680 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名
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【Plan】計画　→

コ
ス
ト 294,181 千円 施策名

安心して生み育てることができる環境づくり

子育ての悩みや不安への対応

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

障害の重症化を抑制するとともに、経済的負担を軽減するため、公費
助成は必要です。

（最終目標と最終年度）

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

母子保健法、児童福祉法、自立支援法及び国の要綱等に基づき実施し、医療保険各法に基づく医
療費の助成のため、費用の削減は困難です。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。

活動指標の
実績を参考
に、活動の
状況を
チェック

自立支援医療（育成医療）の給付実人数

204 人 -
148 人



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

聴覚の異常を早期に発見し支援することで、言語発達に効果があるため今後も事業を継続します。,また、今後も関係機関と連携を図りながら、事
業を推進していきます。

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。

平成２３年度は、新生児6,815人が検査を受けており、その結果、精密検査が必要な乳児に対して、
保健師等が訪問などを実施してフォローアップを行っています。

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

聴覚の異常を早期に発見するための検査として重要です。
医療機関で実施しているため、コストの削減は困難です。
聴覚の異常を早期に発見し早期療育に繋げることは、言語の発達に効果があることから、事業の実
施は重要です。また、市が行うことで、地域の保健師と関係機関が連携が可能となり、効果的な継
続支援に繋がります。

順調

（最終目標と最終年度）

活動指標の
実績を参考
に、活動の
状況を
チェック

早期に発見することで早期療育につながることから、聴覚検査は必
要です。

（最終目標と最終年度）

実績
（達成率）

→ 【活動の状況】

聴覚検査実施件数

6,771 件 適切な実施
6,815 件

活
動
指
標

指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

前年度実績 目標

【Plan】計画　→ 【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

　聴覚の障害を早期に発見し療育を開始することで、コミュニケーション形成や言語発
達に効果が得られるため、新生児に対して行う聴覚検査費用の一部を助成します。ま
た、検査で聴覚障害が発見された場合には、早期療育に取り組むための支援を行いま
す。 活

動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

活
動
計
画

聴覚の異常を早期に発見し支援することで、言語発達に効果があることから、関係機関と連携を図
りながら今後も事業を継続します。

施策名 子育ての悩みや不安への対応 担当課 子育て支援課

政策分野 安心して生み育てることができる環境づくり 担当局 子ども家庭局
コ
ス
ト

事
業
費

平成23年度執行額 平成24年度予算額

13924 千円 14255 千円

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

事
業
名

新生児聴覚検査事業
掲載ページ
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大変順調

順調

やや遅れ

遅れ
（最終目標と最終年度）

順調

担当課 保育課

19.7 ％

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

活動指標の実
績を参考に、
活動の状況を
チェック

→

保育所措置費用負担金の軽減

事
業
費

（最終目標と最終年度）

保育料軽減率

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

18.5 ％

保育料は、国がその世帯の所得税や市民税課税額の階層区分に応じて基
準額を定めています。本市においては、市民の負担をできるだけ軽くするた
め、国の8階層の区分を14階層に細分化して、国の基準額から全体で約
20％の軽減を図っています。

実績
（達成率）

【活動の状況】

18.3

92.9

％

％

厳しい財政状況の中、保護者の負担を軽減するため、今後も、保育料負担軽減措置の維持に努めます。

計画どおり保育料の負担軽減の維持に努め、保護者の負担を軽減しています。

保育所措置費用負担金（保育料）は、国の示す徴収金基準額に基づいて定めることを基
本としています。本市では、保護者の負担を軽減するため、市独自の軽減措置に努めま
す。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

保育所入所児童世帯の保育料負担軽減の維持します。

目標

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

子ども家庭局

938,257 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名

掲載ページ
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【Plan】計画　→

コ
ス
ト 835,363 千円 施策名

安心して生み育てることができる環境づくり

子育ての悩みや不安への対応

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

　市独自の保育料軽減措置により、保護者の負担を軽減しています。
　本市の保育料負担軽減率は、政令市の中でも低い軽減率（19政令市中18位）であり、経済性
を考慮して、今後も維持していくこととしています。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ

全国一律に支給基準が定められています。適正な事務の執行を行います。

（最終目標と最終年度）

順調

担当課 障害福祉課

―

活
動
実
績

活動実績は下記のとおりです。

活動指標の
実績を参考
に、活動の状
況をチェック

→

障害児福祉手当

事
業
費

（最終目標と最終年度）

支給者数

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

586 名

日常生活において、常時、特別な介護を必要とする在宅の20歳未満
の子どもに対し、その障害によって生じる特別な負担の軽減を図るこ
とを目的として手当を支給します。

実績
（達成率）

【活動の状況】

582 名

本事業は、障害のある子どものいる世帯の負担軽減に寄与する法定給付であるため、法律に基づき継続して実施します。

特別児童扶養手当等の支給に関する法律・施行令に基づき支給しています。
障害のある子どものいる世帯の負担軽減に寄与しています。

日常生活において、常時、特別な介護を必要とする20歳未満の在宅の重度の障害のあ
る子どもに対し、その障害によって生じる特別な負担の軽減を図ることを目的として手当
を支給します。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

目標

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

保健福祉局

103,942 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名
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【Plan】計画　→

コ
ス
ト 100,156 千円 施策名

安心して生み育てることができる環境づくり

子育ての悩みや不安への対応

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

法定給付であるため、支給要件、手当額等は全国一律に定められています。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ

全国一律に支給基準が定められています。適正な事務の執行を行います。

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

法定給付であるため、支給要件、手当額等は全国一律に定められています。

【活動の状況】
を踏まえた分析

【Plan】計画　→

コ
ス
ト 272 千円 施策名

安心して生み育てることができる環境づくり

子育ての悩みや不安への対応

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

担当課

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

保健福祉局

373 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名

掲載ページ
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本事業は、障害のある子どものいる世帯の負担軽減に寄与する法定給付であるため、法律に基づき継続して実施します。

特別児童扶養手当等の支給に関する法律・施行令に基づき支給しています。
障害のある子どものいる世帯の負担軽減に寄与しています。

身体障害・知的障害・精神障害の状態（重度・中度）にある20歳未満の障害のある児童
を扶養している父母等に手当を支給します。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

目標

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。

特別児童扶養手当

事
業
費

（最終目標と最終年度）

支給者数

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

1,311 名
身体障害・知的障害・精神障害の状態（重度・中度）にある20歳未満
の児童を扶養している父母等に手当を支給します。

実績
（達成率）

障害福祉課

―

活
動
実
績

活動実績は下記のとおりです。

【活動の状況】

1,324 名
活動指標の
実績を参考
に、活動の状
況をチェック

→

順調

（最終目標と最終年度）



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ
（最終目標と最終年度）

順調

担当課 障害福祉課

‐

活
動
実
績

活動実績は下記のとおりです。

活動指標の
実績を参考
に、活動の状
況をチェック

→

重度障害者医療費支給制度

事
業
費

（最終目標と最終年度）

重度障害者医療の受給者数

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

23,054 人
重度障害者医療の受給者数が増えることにより、重度の障害のある
子どもを育てる家庭で、経済面における子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合は減少すると予想されるため、指標として設定しました。

実績
（達成率）

【活動の状況】

23,191 人

重度の障害のある子どもの健康の保持と健やかな育成を図るため、現行制度を継続して実施します。

受給者数はほぼ目標通りであり、経済面における子育ての悩みや不安を感じる人の割合の減少につな
がったと考えられ、施策に対する効果は高いと考えます。

重度の障害のある子どもの健康の保持及び福祉の増進を図るため、保険診療による医
療費の自己負担額を助成します。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

現行制度を継続して実施します。

目標

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

保健福祉局

3,875,662 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名

掲載ページ

88

【Plan】計画　→

コ
ス
ト 3,819,950 千円 施策名

安心して生み育てることができる環境づくり

子育ての悩みや不安への対応

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

保険診療による自己負担額を助成するものでありため、代替手段によるコスト削減まはた市以外の団体
による関与は考えられません。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ
（最終目標と最終年度）

順調

担当課 障害福祉課

‐

活
動
実
績

活動実績は下記のとおりです。

活動指標の
実績を参考
に、活動の状
況をチェック

→

重度障害者タクシー乗車運賃助成事業

事
業
費

（最終目標と最終年度）

重度障害者タクシー乗車運賃助成者数

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

4,588 人

「助成者数」の増加が、利用者の活動・外出を支える満足度の高い
サービスであることの判断基準となるため、成果指標として掲げまし
た。

実績
（達成率）

【活動の状況】

4,709 人

今後も制度の的確な広報を行うとともに、必要が生じた人に適切に対応していきます。
市政だよりやホームページへの掲載により助成制度の周知に努めます。

概ね当初計画どおりの利用者となり、在宅の重度障害児(者)の活動・外出を支える人気の高いサービス
となっています。
当事業は、公共交通機関の利用が困難な重度障害児(者)の安全で容易な社会参加の移動を確保する
ものであり、施策の目標を実現する有効性が高いです。

在宅の重度障害児(者)の社会参加の促進を図るため、タクシーの乗車運賃の一部を助
成し、重度障害児(者)の外出を支援します。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

今後も制度の的確な広報を行うとともに、必要が生じた人に適切に対応していきます。
市政だよりやホームページへの掲載により助成制度の周知に努めます。

目標

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

保健福祉局

85,690 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名

掲載ページ
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【Plan】計画　→

コ
ス
ト 83,116 千円 施策名

安心して生み育てることができる環境づくり

子育ての悩みや不安への対応

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

当事業の目的を理解し、月４枚の利用を順守していただけるよう、配付時の周知に努めるとともに、利用
券本体に利用月を印刷し、適正利用の周知徹底を図っています。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ
（最終目標と最終年度）

順調

担当課 保険年金課

－

活
動
実
績

　国保のてびきやホームページを通
じて制度の広報を行いました。また、
差額支給がある世帯に対しては、届
出の勧奨を行いました。

活動指標の
実績を参考
に、活動の
状況をチェッ
ク

→

北九州市国民健康保険出産育児一時金の給付

事
業
費

（最終目標と最終年度）

出産育児一時金の支給件数

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

1,360 件
上記指標により、国民健康保険の被保険者が出産した場合の世帯主
に対する出産育児一時金の支給状況が把握できるため、指標として
設定

実績
（達成率）

【活動の状況】

1,289 件

現状維持

国民健康保険の被保険者が出産した世帯から申請が出されており、出産に係る費用の負担軽減に大
きな効果があったと考えています。また、本制度は、出産に係る費用の軽減のため、他の健康保険も実
施している事業であり、本市国民健康保険についても、国民健康保険法第５８条等により給付するもの
と考えます。

　出産育児に係る経済的負担を軽減するため、他の健康保険で実施されている制度と同様、出
産時に世帯主に対して、出産育児一時金を支給します。また、平成21年10月からは被保険者へ
の負担軽減をより一層進めるため、国民健康保険から医療機関等に出産に係る費用を直接支
払う制度(直接支払制度）を実施しています。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

出産した被保険者がいる世帯主に対して出産育児一時金を支給します。直接支払制度を利用している場合
は医療機関等に支払いを行います。また、差額支給がある場合は世帯主に届出勧奨を行います。

目標

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

保健福祉局

726,600 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名

掲載ページ
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【Plan】計画　→

コ
ス
ト 543,658 千円 施策名

安心して生み育てることができる環境づくり

子育ての悩みや不安への対応

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

他の健康保険も同じように実施している制度であり、適切なコスト設定であると考えています。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

国保システムの稼動で、経済的・効率的な運営を行っています。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。

【Plan】計画　→

コ
ス
ト 157,825

（減免額）
千円 施策名

安心して生み育てることができる環境づくり

子育ての悩みや不安への対応

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

担当課

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

保健福祉局

177,328 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名

掲載ページ
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事業の進捗は順調です。今後とも、子育て支援の観点から、多子減免制度の維持を目指します。
市政だよりやパンフレットなどを通じて多子減免制度のPR活動に努め、幅広く周知を図ります。また、対象世帯の所得制限を３００万円以下に変更し、
対象世帯の拡大を行います。

多子減免対象と思われる世帯については、6月に申請書（往復はがき）を一括送付し、新規加入世帯や
所得更正・出生等により対象となった世帯へは例月処理で申請書（往復はがき）を送付し、減免制度の
促進を図りました。
また、10月と2月に対象となる未申請世帯に対して申請書の再送付を行い、減免申請の促進を行いまし
た。
不況等の影響で国民健康保険料の支払いに負担を感じている世帯が増加している中、子育て支援の減
免制度として有効に機能していると思われます。

子育て支援の観点から、２人以上の子等を扶養する世帯の国民健康保険料の一部を減免する
制度です。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

前年の世帯の総所得金額等が２５０万円以下で、18歳未満の２人以上の子等を扶養する世帯において、国
民健康保険料のうち所得に対する部分（所得割額）を減額する制度を実施します。

目標

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

国民健康保険の減免制度（多子減免制度）

事
業
費

（最終目標と最終年度）

多子減免該当者への申請書（往復はがき）の送付と減免申請の促進（送付件数）

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

子育て支援の観点から、子育てをしている一定の条件を満たす世帯
を抽出し、世帯主の申請に基づき所得割額の一部を減免するため、
申請書を送付し減免申請の促進を図るものです。

実績
（達成率）

14,289
（送付・窓口
受領総件数）

保険年金課

活
動
実
績

下記のとおりです。

活動指標の
実績を参考
に、活動の状
況をチェック

→ 【活動の状況】

件

（最終目標と最終年度）

大変順調

11635
（送付・窓口
受領総件数）

件



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ
（最終目標と最終年度）

順調

担当課 企画課

―

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

活動指標の実
績を参考に、
活動の状況を
チェック

→

私立幼稚園就園奨励事業

事
業
費

（最終目標と最終年度）

補助対象人数

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

14,306 人
子どもが私立幼稚園に通う世帯への補助であることから補助対象人
員を指標としました。

実績
（達成率）

【活動の状況】

14,498 人

家庭の所得状況に応じて保護者の経済的負担の軽減を図るとともに、公・私立幼稚園間の保護者負担の格差の是正が図られています。今後とも、国
の制度改正、補助単価改定等にあわせて、保護者負担の軽減を図っていく必要があります。

　就園奨励費補助制度は、国の補助を受けて各市町村が実施するものであり、私立幼稚園がある市町
村では、ほとんどすべてのところで実施されています。毎年、国の補助単価の改定にあわせて、補助額
等の引き上げを行うことにより、保護者への経済的負担の軽減や幼児教育振興への成果が得られま
す。また、平成２０年度から対象園児を翌年３月３１日入園児までに拡大したことにより、満３歳児の入園
の促進につながっています。市内の幼稚園児の９８％が私立幼稚園に在園している現状から、幼児教育
の充実に寄与しています。

公・私立幼稚園間の保護者負担の格差是正を図るとともに、保護者の経済的負担の軽
減を図るために、家庭の所得状況に応じて就園奨励費補助を行うものです。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

国の平成２３年度の基準額は、第2子以降の保護者負担額の軽減や全国の平均保育料の増による、
補助単価の見直しが行われます。本市も同様の見直しを行い、引き続き保護者の経済的負担の軽
減を図ります。実施にあたっては各園を通じ保護者へ補助金を交付します。

目標

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

教育委員会

1,463,248 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名

掲載ページ
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【Plan】計画　→

コ
ス
ト 1,336,196 千円 施策名

安心して生み育てることができる環境づくり

子育ての悩みや不安の対応

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理
「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

補助金を各世帯に支給するのではなく、各幼稚園の設置者を介して申請及び支給することにより効率性
を高めています。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。
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